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女
性
の
政
治
的
代
表
は
、
社
会
経
済
が
発
展
を
遂
げ
、
成
熟
し
た
民
主
主
義
国
家
ほ
ど
高
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
国
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
比
率
が
高
い
国
は
、
北
欧
を
筆
頭
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
集
中
し
、
発
展
途
上
国
の
女
性
た
ち
は
過
少
代
表
に
甘
ん
じ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
こ
の
定
説
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
ノ
リ
ス
は
、
最
近
の
女
性
国
会
議
員
比
率
の
世
界
的
動
向
に
み
ら
れ
る
変
化
を
指
し
て
、
「
議
会
に
お
け
る
男
女
平
等
を
達
成
す
る
う
え
で
、
経
済
・
社
会
の
発
展
と
民
主
主
義
の
成
熟
度
は
重
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
は
や
そ
れ
ら
は
必
要
か
つ
十
分
条
件
で
は
な
い
」
（
三
・
日
⑫
画
９
余
届
Ｓ
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
女
性
議
員
数
の
国
際
比
較
に
お
け
る
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
台
頭
に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る
。
列
国
議
会
同
盟
（
冒
忌
『
’
厄
日
｝
同
日
の
日
ロ
日
・
Ｐ
用
ロ
）
に
よ
る
と
、
女
性
国
会
議
員
（
下
院
）
比
率
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
抜
い
て
ル
ワ
ン
ダ
で
あ
り
、
上
位
二
一
カ
国
の
う
ち
ほ
ぼ
半
数
が
ア
フ
リ
カ
と
中
南
米
諸
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
（
表
参
照
）
。
他
方
、
世
界
で
も
っ
と
も
豊
か
な
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
一
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
○
○
四
年
）
は
、
六
七
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本
は
九
七
位
で
、
そ
の
女
性
衆
議
院
議
員
の
比
率
（
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
○
○
六
年
）
は
、
ア
ジ
ア
の
平
均
二
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
二
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
一
○
○
五
年）、ベトナム（二七・一一一パーセント、二○○二年）、イラク（二五・五パーセント、一一○○五年）、パキスタン（一一
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
○
○
二
年
）
、
韓
国
（
二
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
○
○
三
年
）
が
、
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
五
○
位
内
に入っている。
は
じ
め
に 法
学
志
林
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一
○
四
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四
号
一一
Hosei University Repository
表女性国会議員比率上位国（20位内）－クォーク靴人の而無・タイプと女性議員比一
女性の過少代表とクオータ制度（衛藻）
3.6％（20Ｃ 
9％（20Ｃ 
DC 
*GlobaIDataI〕asesolQuolasforWomenのウエッヴ・サイト（ｗｗｗ・quotaprojecLorlg/）
による．
*＊二院制の国では下院の数値が示されている．データは．2006年10月31日現在のＩＰＵのウェ
ッヴ・サイト（ｗｗｗ､il〕11.org/wInn.e/cIassif.ht【､）より；|川した．
Illii位 国名 クォークの有無とタイプ＊ 女性議員の比率*寡
１ ルワンダ 法律型クオータ（恋法） 488％（2003年）
２ スウェーデン 政党型クオータ 47.2％（2006年）
３ コスタリカ 法律型クオータ 38 % 006年）
４ ノルウェー 政党型クォーク 37.9%（2005年）
５ フィンランド 37.5％（2003年）
６ デンマーク 36.9％（2005年）
７ オランダ 政党型クォーク 36.7%(2003年）
８ キューバ 36.0％（2003fｌ ） 
８ スペイン 政党型クオータ 36.0％（200`１年）
９ アルゼンチン 法律型クォーク（惑法） 35.0％（2005年）
10 モザンビーク 政党型クオータ 34.8％（200`1年）
11 ベルギー 法律型クォーク 34.7％（2003年）
1２ オーストリア 政党型クォーク 33.9％（2003年）
1３ アイスランド 政党型クオータ 33.9％（2003年）
1４ 南アフリカ 政党型クォーク 32.8％（2004年）
1５ ニュージーランド 32.2％（2005年）
1６ ドイツ 政党型クォーク 31.8％（2005年）
1７ ガイアナ 法律型クオータ（恋法） 30.8％（2001年）
1８ ブルンジ 法律型クオータ（忠〃 ） 30.5%（2005年）
1９ タンザニア 法律型クォーク（懲圃 ） 30.4%（2005年）
2０ セーシェル 29.4％（2002年）
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」
の
よ
う
に
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
女
性
の
政
治
参
加
が
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
国
々
に
お
い
て
女
性
議
員
が
著
し
く
増
え
て
い
る
状
況
を
し
て
、
ク
ォ
ー
ク
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ダ
レ
ル
ー
プ
は
、
女
性
の
政
治
代
表
に
お
い
て
「
北
欧はもはやお手本ではない」（ワロニの『ｐｂｇＥ・』ヨー』の）とさえ言い切っている。何が女性の政治参加における非西欧
諸
国
の
台
頭
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
。
答
え
は
、
い
た
っ
て
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
選
挙
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォーク（、の目の【ＤＰ・白日・【の」の８．口⑭、以下、クォーク）を実施しているからだ。クォークは、北欧諸国から西ヨー
ロ
ッ
パ
を
．
中
心
に
広
ま
っ
た
女
性
識
口
を
蝋
や
す
た
め
の
脳
膝
挫
束
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
欧
の
ク
ォ
ー
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
伍
意
に
党
の
方
針
と
し
て
行
な
う
政
党
主
卯
の
手
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
非
西
欧
諸
凹
で
導
入
さ
れ
て
い
る
ク
ォ
ー
ク
は
、
淑
法
や
選
挙
関
連
法
に
基
づ
い
て
全
政
党
に
こ
の
適
用
を
命
ず
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
ノ
リ
ス
（
ｚ
ｏ
３
⑫
ｇ
辰
・
已
四
－
】
の
、
）
は
、
前
者
を「政党の規定に基づく自発的ジェンダー・クォークぐ・］目白ｑ儒己ＲＰｐＣＢ巴ロロ閂旦【仁」Ｃの」、後者を「法によ
るジェンダー・クォーク」の恩」ぬの目の『ｐＥｏＢ⑪」と称している。以下では、政党が自発的に採川するクォークを「政
党
型
ク
ォ
ー
ク
」
、
懲
法
や
側
迎
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
を
「
法
律
型
ク
ォ
ー
ク
」
と
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
、
ク
ォ
ー
ク
が
女
性
の
政
治
代
表
を
向
上
さ
せ
る
唯
一
の
＋
“
法
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
さ
き
の
ｌ
Ｐ
Ｕ
に
よ
る
世界ランキングの第五位と六位を．占めるフィンランドとデンマークでは、クォークは実施されていない（□四厘の日ロ
ロ己同『の】Ｑの口ぐゆ］］９３患）。デンマークの場合、一九七七年に社会大衆党が、さらに一九八一一一年には社民党が四○パ
ーセントのクオータに着手したが、いずれも一九九六年には取り下げられている。先行研究（ｚ・『１の］＄璽危ｇ分与■，
目的口』＠ｃｍも日穴」＠のＰの〕目９９》○：］９ｓ》○℃の一一・⑬Ｓ分ｇｇ）は、選挙制度、政党の態度、政治文化、そして
公
的
棡
祉
サ
ー
ビ
ス
の
四
つ
の
要
因
が
、
女
性
議
員
数
を
左
右
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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現在世界各国で採用されている選挙方式は、大きく多数代表（日ロ］。『愚息ロ）、比例代表（ｂ８℃ｏａｏＢ－Ｈ８【の⑪目‐
国【一・コ）、そして多数代表と比例代表との並存（８ヨワヨ８）の三つに分類することができる（三・３⑫ｇｇ・山①）。こ
れ
ら
の
う
ち
、
女
性
に
最
も
有
利
な
選
挙
方
式
は
比
例
代
表
で
あ
る
。
ノ
リ
ス
（
ご
苞
・
」
田
）
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
政
党
の
候
補
者
名
薄
が
有
権
者
の
判
断
に
大
き
く
影
響
す
る
比
例
代
表
で
は
、
政
党
は
よ
り
幅
広
い
屑
の
有
権
者
の
支
持
を
腱
得
す
る
た
め
に
階
級
、
職
業
、
民
族
、
そ
し
て
性
別
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
社
会
巣
団
の
代
表
を
そ
の
名
簿
に
加
え
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
女
性
に
も
立
候
補
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
的
資
源
に
乏
し
い
女
性
の
参
入
が
容
易
な
の
は
、
多
額
の
選
挙
資
金
や
強
力
な
後
援
会
組
織
を
必
要
と
し
な
い
穏
や
か
な
選
挙
戦
と
な
る
比
例
代
表
で
あ
ろ
う
。
複
数
の
当
選
者
が
選
川
さ
れ
る
大
選
挙
区
あ
る
い
は
中
選
挙
区
制
の
場
合
、
政
党
が
複
数
の
候
補
者
の
中
に
女
性
を
加
え
る
可
能
性
は
高
く
、
女
性
に
も
立
候
補
の
機
会
が
開
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
一
議
席
を
め
ぐ
る
熾
烈
な
選
挙
戦
と
な
る
小
選
挙
区
制
の
場
合
、
政
党
は
現
職
や
前
職
の
後
継
者
と
い
っ
た
当
選
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
安
全
な
候
補
者
を
立
て
よ
う
と
す
る
た
め
、
女
性
の
よ
う
に
政
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
新
人
の
参
入
は
難
し
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
選
挙
区
制
は
、
女
性
に
と
っ
て
最
も
不
利
な
選
挙
方
式
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
ご
苞
・
」
＄
）
。
候
補
者
の
選
択
に
責
伍
を
も
つ
政
党
が
女
性
候
補
に
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
の
か
、
政
党
の
姿
勢
も
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
る
。
ク
ォ
ー
ク
の
採
用
の
ほ
か
に
、
党
の
重
要
な
役
職
や
意
思
決
定
部
門
に
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
、
あ
る
い
は
女
性
の
立
候
補
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
・
研
修
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
い
っ
た
女
性
童
視
の
党
迩
営
も
、
女
性
の
政
治
的
代
表
の
改
善
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
社
会
全
体
に
平
等
主
義
的
な
価
値
観
が
浸
透
し
、
女
性
が
公
的
領
域
で
活
躍
す
る
こ
と
が
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
公
職
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
（
出
産
・
育
児
や
介
護
）
と
の
両
立
を
促
す
よ
う
な
福
祉
政
策
の
充
実
も
、
女
性
の
政
界
進
出
を
後
押
し
し
よ
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
成
功
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
が
貢
献
し
て
い
る
。
女
性
の
過
少
代
爽
と
ク
ォ
ー
ク
制
肛
（
衛
瀧
）
ご
Ｌ
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クォークをめぐる擁護論と批判論との対立には、フェミニストの平等についての考え方の違いが反映されている。
男女の違いを最小化して男性と同じスタートラインに立つことを求める平等派にとって、クォークは認めがたい一々法
で
あ
る
。
一
方
、
男
女
の
相
違
を
前
提
に
、
異
な
る
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
平
等
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
差
異
派
は
、
ク
ォ
ー
ク
を
容
認
す
る
ば
か
り
か
、
男
女
の
差
異
が
生
み
出
す
女
性
の
不
利
益
を
正
す
方
法
と
し
て
、
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
平
等
を進める。
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しかしながら、民主的な政党政治が発展途上にあり、家父長制が根強く残存し、女性に対する抑圧や差別がなかな
か
改
善
さ
れ
な
い
多
く
の
非
西
欧
諸
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
政
界
進
出
を
容
易
に
す
る
条
件
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意味で、クォーク、わけても法律型クォークは女性の過少代表を劇的に改善する「即効薬」となる（□：］・日ロ四目
句『の丘のヨローー８ｓ凸）。しかし、クォーク制度には激しい反発や疑念も提起され、その是非をめぐる論争は、フェミ
ニ
ス
ト
の
間
に
お
い
て
さ
え
、
決
着
の
つ
か
な
い
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
論
争
は
、
ク
ォ
ー
ク
の
効
果
や
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
影
響
と
い
っ
た
実
践
面
と
、
民
主
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
理
論
面
と
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
ク
ォ
ー
ク
制
度
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
に
焦
点
を
当
て
、
擁
護
論
と
批
判
論
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
検
証
を
試
み
る
。
女
性
の
政
治
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
は
、
現
在
、
世
界
の
女
性
政
治
学
者
の
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
の
政
治
学
で
は
正
面
か
ら
採
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
ク
オ
ー
タ
に
関
す
る
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
本
格
的
な
論
考
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ォ
ー
ク
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
に
お
い
て
盛
ん
で
あ
り
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
高
い
水
準
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
や
中
南
米
でも関心が高まり、実証から理論まで幅広い研究が蓄積されている。本稿では、主に欧米の先行研究に」鵬処して分析
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こ
の
よ
う
に
、
ク
オ
ー
タ
は
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
間
で
激
し
い
不
協
和
音
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
ク
ォ
ー
ク
擁
護
論
に
は
、
現
代
社
会
に
内
在
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
限
界
や
問
題
点
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
批
判
論
を
貫
通
す
る
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
整
合
性
の
維
持
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
ま
た
、
実
用
面
か
ら
は
、
ク
ォ
ー
ク
の
実
際
の
効
果
や
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
っ
た
問
題
が
論
争
占
だ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
批
判
論
の
多
く
は
、
容
易
に
反
論
が
可
能
な
議
論
で
あ
り
、
ク
ォ
ー
ク
の
課
題
は
本
質
主
義
の
問
題
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
ク
ォ
ー
ク
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
特
巫
徴
を
そ
れ
ら
の
導
入
の
経
緯
と
と
も
に
概
観
し
た
う
え
で
、
擁
護
論
、
そ
し
て
批
判
論
へ
と
論
述
を
進
め
て
い
く
。
批
判
論
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
対
す
る
反
論
を
試
み
、
こ
の
論
争
に
お
け
る
残
さ
れ
た
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
女性の過少代表とクオータ制度（衛藤）
七
タ
に
も
、
一
容認する。
派
の
意
見
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
主
張
と
重
な
っ
て
お
り
、
ク
ォ
ー
ク
に
対
す
る
意
見
の
違
い
は
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違いでもある。たとえば、クルーク等（【『・・六・門。ぐの且口の嵐四目のＣ臼「ののｇｇ）は、政治的シティズンシップのイ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
リ
ベ
ラ
ル
、
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
、
そ
し
て
コ
ン
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ト
の
三
つ
の
モ
デ
ル
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ォ
ー
ク
に
対
す
る
一
般
的
な
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
専
ら
「
機
会
の
平
等
」
を
重
視
し
、
「
結
果
の
平
等
」
に
は
関
与
し
な
い
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
ク
オ
ー
タ
に
消
極
的
な
の
に
対
し
、
コ
ン
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ト
の
そ
れ
は
「
結
果
の
平
等
」
に
関
心
を
払
い
、
女
性
が
集
団
と
し
て
被
っ
て
い
る
不
平
等
を
改
善
す
る
手
段
と
し
て
ク
ォ
ー
ク
に
賛
成
す
る
。
リ
パ
プ
リ
カ
ン
・
モ
デ
ル
は
、
「
機
会
の
平
等
」
を
重
視
す
る
が
、
個
人
主
義
の
リ
ベ
ラ
ル
・
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
超
越
し
た
一
般
意
思
に
よ
っ
て
政
治
社
会
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ォ
ー
ク
に
も
、
ま
た
女
性
を
「
グ
ル
ー
プ
化
」
す
る
こ
と
に
も
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ォ
ー
ク
が
一
般
意
思
の
形
成
に
資
す
る
場
合
に
は
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こ
の
よ
う
に
世
界
各
地
に
広
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
北
欧
で
生
ま
れ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
醗
成
さ
れ
た
政
党
型
ク
ォ
ー
ク
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
文
化
と
一
体
と
な
っ
た
制
度
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
が
矢
継
ぎ
早
に
、
候
補
者
の
中
に
女
性
枠
を
設
定
す
る
新
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
は
い
か
な
る
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ラ
ヴ
エ
ン
ダ
ウ
ス
キ
（
旧
・
ぐ
の
且
巨
の
嵐
己
巴
・
庭）は、「女性自らの強い要求なくして、政党がより多くの女性候補者を立てる努力をすることはない」と指摘して
導入した。
された。
届巴）。伝（－） 
し
て
い
る
。
ｑ
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ォ
ー
ク
に
は
、
西
欧
諸
国
を
中
心
に
展
開
す
る
政
党
型
ク
ォ
ー
ク
と
、
主
に
非
西
欧
諸
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
法
律
型
ク
ォ
ー
ク
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
制
度
は
、
そ
の
導
入
の
経
緯
や
過
程
、
ま
た
制
度
を
支
え
る
論
拠
に
お
い
て
大
き
く
異なっている。
一
九
七
五
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
左
派
社
会
党
と
自
由
党
が
立
候
補
者
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
女
性
に
す
る
と
い
う
候
補
者
ク
ォ
ー
ク
を
八
し
た
。
こ
の
画
期
的
な
女
性
優
遇
策
は
、
数
年
後
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
近
隣
諸
凶
、
そ
し
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の
政
党
に
模
倣
⑪た。一九八○年代から一九九○年代半ばまでに、十一ヵＮ二一政党が同様の政策を孫川した（○四口一ｍｇ］．］凶、‐
一』）。伝搬の波は、さらに中南米や束ヨーロッパ、アフリカの政党にも拡大し、現在七三カ国、一六三政党が導入
（
二
政
党
型
ク
ォ
ー
ク
ク
ォ
ー
ク
を
め
ぐ
る
二
つ
の
潮
流
法
学
志
休
第
一
○
川
を
堀
川
号
八
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い
る
。
ま
ず
何
よ
り
も
、
女
性
優
遇
策
を
求
め
る
女
性
運
動
の
突
き
上
げ
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
七
○
年
代
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の
社
会
運
動
が
欧
米
諸
国
で
沸
き
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
二
○
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
波
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
闘
い
方
に
お
い
て
異
な
る
リ
ベ
ラ
ル
、
ソ
ー
シ
ャ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
い
う
三
つ
の
流
派
に
よ
っ
て
柵
成
さ
れ
て
い
た
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
（
衛
藤
、
二
○
○五年、一二’一一一一頁）。参加民主主義に共鳴するラディカル・フェミニストは、代議制民主主義に懐疑的であり、
議会や政党、選挙といったリベラル・デモクラシーの政治制度に背を向けた。彼女たちは、現実政治にかかわること
よりも、女性の意識高揚（コンシャスネス・レイジング８口のＱ・ロの口の⑪の風のごｍ）や女性独自の文化や価値観の創造
といった自己変革運動に集中した。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
運
動
の
一
般
的
な
傾
向
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
性
運
動
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
浸
透
せ
ず
、
女
性
活
動
家
た
ち
は
む
し
ろ
左
翼
政
党
に
接
近
し
、
政
党
内
部
か
ら政治的権利を拡張することに力を注いだ（勺冨］弓切」①巴・の、）。女性団体の高い組織力に支えられた女性活動家たち
（２） 
が、女性票の獲得を狙う政党に歓迎されたことは想像に難くない。その結果、これらの国では、一九七○年俳いに女性
国会議員が増加し始め、八○年代前半には二○～三○パーセントの比率を占めるようになっていた（ご国．、←）。そし
て
、
こ
の
よ
う
に
議
会
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
党
内
に
お
け
る
女
性
議
員
た
ち
の
発
言
力
は
増
し
、
党
運
営
に
影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
党
員
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
女
性
優
先
枠
と
い
う
男
性
党
員
には不利な選挙政策が実行されることになったのである（句『の】Ｑの曰く口］」・ロ口巨の２℃四目のどの曰の．ｇｇＳ＆←）。
一九八○年代も後半になると、ラディカル・フェミニストの影響力は急速に低下し始め、一九九○年代には、女性
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
九
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法
学
志
休
第
一
○
Ⅷ
巻
第
四
号
一○
連
動
の
関
心
は
、
専
ら
女
桃
の
政
治
的
代
表
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
現
実
政
治
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
Ｆ
・
ぐ
の
。
□
ロ
⑪
蚕
］
９
９
］
）
。
た
と
え
ば
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影
響
力
が
最
も
強
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
女
性
の
社
会
的
経
済
的
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
政
治
的
意
思
決
定
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
運
動
の
活
動
家
た
ち
が
、
労
働
党
に
加
入
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
た
ち
は
、
女
性
党
員
に
は
党
の
意
思
決
定
機
関
へ
の
参
加
や
選
挙
に
立
候
補
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
党
の
旧
態
依
然
と
し
た
体
質
に
不
満
を
募
ら
せ
た
。
す
で
に
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
左
翼
政
党
の
多
く
が
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
て
女
性
議
員
を
轍
や
し
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
主
義
女
性
の
国
際
的
組
織
は
、
す
べ
て
の
左
派
政
党
に
女
性
の
代
表
性
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
る
勧
告
を
決
議
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
外
圧
を
柵
に
、
彼
女
た
ち
は
、
立
候
補
と
党
内
執
行
委
員
へ
の
任
命
に
お
い
て
女
性
党
員
を
優
先
す
る
こ
と
を
党
幹
部
に
要
請
し
た
。
折
し
も
、
’
九
七
九
年
に
保
守
党
に
政
権
を
奪
わ
れ
て
以
来
、
支
持
率
の
低
迷
に
悩
ん
で
い
た
労
働
党
は
、
新
し
い
支
持
層
の
開
拓
を
模
索
し
て
い
た
。
保
守
党
が
相
対
的
に
多
く
の
女
性
票
を
獲
得
し
て
い
る
の
に
対
し
、
労
働
党
は
労
働
組
合
の
党
、
そ
し
て
労
働
組
合
の
一
般
的
な
印
象
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
マ
ッ
チ
ョ
」
な
党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
災
い
し
て
、
女
性
に
は
人
気
が
な
か
っ
た
。
女
性
票
の
憧
得
が
勝
利
の
鍵
で
あ
っ
た
。
女
性
党
員
の
要
求
は党勢回復の切り札として、党幹部に受け入れられ、一九九三年労働党はクォークを導入した（のす。『巨忠の．］平圏）。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
女
性
運
動
の
要
求
は
、
女
性
票
の
獲
得
を
め
ざ
す
政
党
の
方
針
と
も
合
致
し
て
い
た
。
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
に
共
通
す
る
傾
向
の
一
つ
が
、
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
が
ま
ず
歴
史
の
浅
い
新
興
政
党
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
新
参
の
政
党
が
、
左
翼
政
党
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
と
い
っ
た
既
存
政
党
の
一
角
に
食
い
込
む
に
は
、
こ
れ
ら
の
政
党
の
固
定
的
な
支
持
者
で
は
な
い
層
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
統
的
な
階
級
構
造
に
必
ず
し
も
組
み
込
ま
れ
て
いない女性は、格好のターゲットであった。一九八○年代から九○年代に、西ヨーロッパ各国で緑の党（環椒境政党）
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（３） 
の
結
成
が
相
次
い
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
オ
ー
々
／
を
導
入
し
た
。
緑
の
党
が
母
体
と
す
る
環
境
保
護
運
動
は
、
旧
来
の
運
動
組
織
に
み
ら
れ
る
階
層
的
な
組
織
運
営
を
拒
絶
し
、
よ
り
開
か
れ
た
平
等
主
義
を
志
向
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
親
和
性
が
高
か
っ
た
（１） 
ことＩＤ、クォークを導入する誘川となった。
現
職
議
員
を
押
し
退
け
る
こ
と
に
な
る
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
は
、
党
組
織
の
構
造
や
迦
営
が
官
僚
化
し
た
政
党
よ
り
も
、
柔
軟
な
迦
営
が
で
き
、
樅
益
構
造
が
ま
だ
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
新
興
政
党
の
ほ
う
が
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
に
よ
っ
て
新
興
政
党
が
成
功
を
収
め
る
と
、
既
存
政
党
も
後
に
続
い
た
。
な
か
で
も
、
緑
の
党
や
左
派
新
党
に
支
持
票
を
脅
か
さ
れ
た
古
参
の
左
翼
政
党
の
行
肋
は
素
早
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
西
ド
イ
ツ
の
社
民
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
緑
の
党
が
一
九
八
七
年
に
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
ク
ォ
ー
ク
を
実
施
し
て
女
性
票
の
狸
得
に
成
功
す
る
と
、
早
く
も
翌
年
に
は
割
り
当
て
率
こ
そ
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
カ
ゥ
ル
は
、
自
由
競
争
を
制
限
す
る
ク
ォ
ー
ク
は
、
保
守
あ
る
い
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
よ
り
も
左
翼
あ
る
い
は
労
働
者
政
党
に
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
と
述
べ
て
い
る
（
ｏ
ｇ
Ｅ
ｇ
」
・
己
９
１
肩
口
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
バ
ル
の
左
派
政
党
の
動
き
に
、
中
道
・
右
派
政
党
も
同
調
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ク
ォ
ー
ク
は
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
選
挙
制
度
が
、
比
例
代
表
を
基
礎
に
榊
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
ク
（５） 
オ
ー
ク
の
浸
透
を
促
し
た
。
ノ
リ
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
比
例
代
表
に
は
女
性
を
候
補
者
と
し
て
受
容
す
る
素
地
が
あ
っ
た
う
え
、
制
度
自
体
が
ク
ォ
ー
ク
を
適
用
し
易
い
構
造
を
備
え
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
比
例
代
表
は
、
日
本
の
総
選
挙
で
採
用
さ
れ
て
い
る
比
例
代
表
と
同
様
、
有
椛
者
は
政
党
に
投
票
し
、
政
党
は
そ
の
得
票
率
に
応
じ
て
、
予
め
有
椛
者
に
提
示
し
て
い
た
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
当
選
者
を
蝋
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
政
党
の
候
補
者
名
輝
に
蛾
せ
る
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
そ
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
あ
る
い
は
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
女
性
に
割
り
当
て
る
と
い
う
や
り
方
は
、
技
術
的
に
も
簡
単
で
あ
る
ば
か
り
か
、
多
数
代
表
で
起
こ
り
得
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
一一
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志
休
第
一
○
四
巻
珈
川
号
一一一
る
よ
う
な
、
伜
隊
禰
者
の
選
定
を
め
ぐ
る
軋
礫
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
選
挙
区
制
の
も
と
で
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
労
働党は、女性候補者名簿（ョ・ョのロ．⑫ｇｏ「二房［）を作成し、議員が引退する選挙区および勝機のある選挙区それぞれ
の
半
数
の
候
補
者
を
、
こ
の
女
性
名
簿
か
ら
選
出
す
る
と
い
う
力
法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
女
性
が
当
選
の
見
込
み
の
な
い
選
挙区ばかりに回されるのを避ける一方で、現職議員の利益との調整を図るという配慮が見られる（ｚ・副】⑭ｇＥ・図＆）。
小
選
率
区
制
の
も
と
で
ク
ォ
ー
ク
を
採
用
す
る
の
は
、
比
例
代
表
制
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
比
例
代
表
制
の
投
票
に
お
い
て
有
」
砺
背
が
選
ぶ
の
は
政
党
で
あ
り
、
ど
の
人
物
を
議
員
に
選
出
す
る
の
か
は
政
党
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
比
例
代
表
で
は
、
有
椛
者
は
候補者名簿の優先順位を自分で決めることができる（ｚｏａ⑪９８．日向日・ロ８口ＵｐＨ冒日の貝〕ｇ『・闇Ｉ暖）。このよ
（６） 
うに、有権者が候補者の順位に自己の選好を表明できる方式は「開放名簿（○℃の。」〕⑪（）」、一方有権者に当選者の選
択権が与えられていない場合には「閉鎖名簿（。］。⑪の。一回）」と呼ばれている。キッティルソン（【】菖一⑪。□山Ｓｍ・量？
の
ら
）
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ク
ォ
ー
ク
な
し
に
女
性
の
政
摘
的
代
表
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
皿
川
の
一
端
は
、
こ
の
「
開
放
名
飾
」
に
あ
っ
た
と
し
Ⅳ
価
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
性
川
会
議
員
の
比
率
が
墹
加
し
始
め
た
一
九
七
○
年
代
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
女
性
の
投
票
率
は
男
性
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
お
り
、
女
性
の
選
択
は
投
票
結
果
を
左
右
し
た
。
す
で
に
慌
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
薄
か
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
性
運
動
の
活
動
家
た
ち
は
、
大
挙
し
て
左
翼
政
党
に
加
入
し
、
政
党
政
治
を
通
し
て
男
女
平
等
の
実
現
を
め
ざ
し
た
。
彼
女
た
ち
は
選
挙
で
比
例
名
簿
に
名
前
を
連
ね
た
も
の
の
、
そ
の
順
位
は
低
く
、
閉
鎖
名
簿
一
々
式
に
基
づ
い
て
当
選
者
が
機
械
的
に
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
選
で
き
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
開
放
名
繍
〃
式
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
では、向峰砿者に順位の決定が委ねられている。女性有暉脆者は、挙って女性候補者を上位に並べた。その結果、フィン
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法律型クォークは、現在四三ヵ国で採用されている。それらのうち、クォークを憲法で定めている国が五、選挙法
（７） 
に
よ
る
も
の
が
一
一
九
、
憲
法
と
選
挙
法
の
両
方
で
規
定
し
て
い
る
の
は
九
カ
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
法
制
化
さ
れ
て
い
る
ク
オ
ー
タ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
立
候
補
者
の
一
定
比
率
を
女
性
と
す
る
選
挙
ク
ォ
ー
ク
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
議
席
の
一
定
割
合
を
女
性
に
（８） 
配分する議席クォーク（。□・日⑪［・目の②の門ぐのＱの８（の）を採用している。候補者クオータの場合、大半がその配分率を
三○パーセント程度に設定している（Ｏ昌一①日ロ：Ｑ可『の己の曰く巴９９．麓－農）。欧米先進国のなかでこれを採り入れ
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
わ
ず
か
二
ヵ
国
に
す
ぎ
ず
、
法
律
型
ク
ォ
ー
ク
は
、
非
西
欧
諸
国
で
発
展
し
て
き
た
制
度
と
い
うことができる。ここでは、中南米、アフリカ、アジアの法律型クォークに注目し、それがどのような背景のもとで
登
場
し
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ク
ォ
ー
ク
制
度
導
入
の
噛
矢
は
、
一
九
九
一
年
に
憲
法
改
正
と
ク
ォ
ー
ク
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
立
候
補
者
に
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性枠を規定したアルゼンチンである。クォーク制度の議論は、一九八○年代、軍事政権から民主政権への移行のなか
で登場した。一九八九年には初めて公正な総選挙が行なわれ、民主的に政権が交代した。この政治体制の民主化過程
に
お
い
て
、
優
先
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
た
の
が
、
女
性
の
政
治
代
表
の
向
上
で
あ
っ
た
。
「
二
級
市
民
」
と
さ
れ
て
き
た
女
性
の
政
治
的
地
位
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
民
主
化
の
進
展
を
可
視
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク
ォ
ー
ク
の
制
度
化
が
ア
ジ
ェ
ン
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
一一一一
ラ
ン
ド
の
女
性
議
員
数
は
急
速
に
増
え
始
め
、
ク
ォ
ー
ク
に
よ
っ
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
近
隣
諸
国
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
成
果
を
上
げ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
は
、
ク
ォ
ー
ク
を
も
は
や
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（二）法律型クォーク
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ダ
に
挙
が
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
軍
事
独
裁
体
制
と
闘
っ
て
き
た
女
性
運
動
が
、
今
度
は
そ
の
鉾
先
を
議
汲
室
の
中
で
女
性
の
政
治
的
影
響
力
を
増
す
こ
と
に
向
け
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
か
ら
ク
ォ
ー
ク
２
伺
効
性
を
学
ん
だ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の女性たちは、大衆運動を組織して、その制度化を社会と議会に訴えた（の『どｇｇ・ヨーｓ）。クォーク法は、民主
体
制
の
確
立
と
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
女
性
運
動
の
要
求
と
の
幸
福
な
結
婚
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
新
制
度
は
、
数
年
を
経
て
近
隣
諸
国
に
伝
播
し
た
。
中
上
開
米
の
一
○
カ
国
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
後
を
追
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
七
力
（９） 
国の新法制定は一九九六年、九七年の二年間に巣中している（ｏ：」の日ロ目・句『の己のロぐ口一ｍｇｑ圏Ｉ農）。
中南米で起こった「クォーク熱：Ｃ日（のぐの【」（ご負・旨）は、二○○○年代に入るとアジア、アフリカ、東欧など
に
も
飛
び
火
し
た
。
こ
の
時
期
に
ク
ォ
ー
ク
法
を
制
定
し
た
国
家
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
ポ
ス
ニ
ア
・
へ
ル
ッ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
（
二
○
○
一年に三三パーセントのクォーク法を制定）、マヶドーーァ（二○○二年、三○パーセント）、セルヴィア・モンテネグ
ロ（二○○二年、一一一○パーセント）、ルワンダ（二○○二年、二四議席）、アフガニスタン（二○○四年、二五パーセ
ン
ト
）
、
そ
し
て
イ
ラ
ク
（
二
○
○
五
年
、
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
っ
た
、
内
戦
や
戦
争
で
疲
弊
し
、
国
家
秩
序
の
回
復
に
苦
闘
す
る
国
々
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
新
し
い
憲
法
を
制
定
し
、
民
主
的
な
政
治
制
度
を
構
築
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
、
ク
ォ
ー
ク
制
度
が
設
立
さ
れ
た
。
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
復
興
を
支
援
し
た
国
連
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
な
ど
国
際
機
関
の
主
導
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
革
は
た
だ
上
か
ら
降
り
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
現
地
の
女
性
運
動
の
強
い
要
求
が
、
国
際
的
な
復
興
支
援
機
関
を
動
か
し
、
そ
の
改
革
を
支
え
た
。
た
と
え
ば
、
ダ
レ
ル
ープとフレダンバル（Ｏ四宮一の『Ｐｂ目・句風Ｑのロぐロ－９ｓ患）によると、アフガニスタンとイラクでは両国の女性たち
が
ま
ず
要
求
を
突
き
つ
け
た
の
に
対
し
、
ボ
ス
ニ
ァ
・
へ
ル
ッ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
上
級
代
表
事
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女
性
運
動
と
国
際
社
会
か
ら
の
圧
力
は
、
ポ
ス
ト
紛
争
国
家
以
外
で
も
ク
ォ
ー
ク
法
の
制
定
を
導
く
要
件
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ブ
（Ⅱ） 
リヵ諸国の間にクォークが浸透したのは、何よりも女性運動の成果だと指摘されている（弓１つｂ口ｇ←．『Ｐ）。トリッ
プ
（
３
国
・
乱
）
に
よ
る
と
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
た
ち
は
自
ら
の
政
治
代
表
の
向
上
を
求
め
て
大
衆
迦
吻
を
組
織
し
、
ク
ォ
ー
ク
制
度
の
採
用
を
政
府
や
政
党
に
迫
っ
た
。
そ
の
成
功
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
女
性
運
動
が
主
導
し
た
。
伝
統
的
に
女
性
迦
勅
が
活
発
な
パ
キ
ス
タ
（胆）
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
女
性
運
動
が
主
張
の
根
拠
と
し
た
の
が
、
女
性
の
政
治
的
地
位
の
向
上
を
要
請
す
る
国
連
の
決
議
や
勧
告
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
女
性
会
議
に
続
い
て
、
一
九
九
五
年
の
北
京
会
議
に
お
け
る
重
要
議
題
は
、
女
性
の
政
治
代
表
の
向
上
で
あ
っ
た
。
北
京
会
議
で
は
、
二
○
○
五
年
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定
機
関
の
構
成
員
の
少
な
く
と
も
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
女
性
に
す
る
と
い
う
目
標
が
参
加
国
に
課
せ
ら
れ
た
。
各
国
に
お
け
る
目
標
の
進
捗
状
況
は
、
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
に
よ
っ
て
逐
次
監
視
さ
れ
、
こ
の
目
標
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
が
公
表
さ
れ
る
。
女
性
迦
動
は
、
女
性
の
政
沿
的
代
表
性
の
向
上
は
世
界
の
潮
流
だ
と
い
う
国
際
的
な
合
意
を
楯
に
、
自
国
の
政
府
に
圧
力
を
か
け
た
の
で
あ
る。他力、これらの国の政府にとっても、女性の政治的地位を向上するための国を挙げての取り組みは、自国が民主
的
政
治
体
制
の
構
築
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
国
際
社
会
に
顕
示
す
る
格
好
の
材
料
で
あ
る
。
女
性
の
政
治
的
権
利
の
強
化
は
、
民
主
化
街所（日ロの○副８○（ｓｏ田曾冗８「の⑫８［目ぐの）が提案をし、それを現地の女性組織が強く支持することによって
実
現
を
み
た
。
ダ
レ
ル
ー
プ
は
、
男
性
中
心
の
政
府
指
導
部
を
動
か
す
に
は
、
国
際
機
関
と
女
性
迦
動
の
双
方
向
か
ら
圧
力
を
か
け
る
の
（Ⅶ） 
が宕同効だ上」述べている。
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南
米
の
事
例
で
も
み
た
よ
う
に
、
同
様
の
制
度
が
近
隣
国
へ
伝
播
す
る
連
鎖
反
応
も
ク
オ
ー
タ
が
広
が
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
血
（
衡
綴
）
一万
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ク
ォ
ー
ク
擁
謹
論
は
、
ま
ず
女
性
の
政
治
的
代
表
性
を
高
め
、
議
会
に
お
け
る
男
女
の
平
等
な
均
衡
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
議
会
が
男
性
優
位
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
の
は
、
女
性
は
人
口
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
政
治
権
力
の
半
分
を
担
う
の
は
当
然
だ
と
い
う
答
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
素
朴
な
主
張
に
み
え
る
が
、
実
は
民
主
主
義
の
本
伍
に
触
れ
る
問
題
を
含
意
し
て
い
る
。
民
主
主
義
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
ご
く
単
純
に
言
え
ば
、
政
治
椛
力
が
一
部
の
特
定
肘
に
集
中
す
る
こ
と
を
排
除
し
、
そ
れ
を
社
会
の
柵
成
災
団
に
、
よ
り
平
等
に
分
配
す
る
こ
と
に
あ
る
。
民
主
政
治
に
よ
る
椛
力
の
分
与
は
、
歴
史
的
に
は
社
会
階
級
や
経
済
階
屑
、
あ
る
い
は
宗
教
な
ど
の
文
化
的
な
区
分
に
難
づ
い
て
柵
成
さ
れ
る
災
団
を
対
象
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
男
女
の
間
に
存在する支配と被抑圧の関係を明らかにし、女性を政治的利害において男性とは異なる社会染団として定義した。っ
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っ
て
い
く
う
え
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
因
で
あ
る
。
隣
接
す
る
諸
国
が
、
競
争
心
か
ら
似
通
っ
た
政
策
を
採
用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
理
解
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
隣
国
の
先
進
事
例
を
草
の
根
の
女
性
た
ち
が
学
び
、
自
国
に
そ
れ
を
採
り
入
れ
よ
う
と
行
動
を
開
始
する場合も少なくない（【『ＣＣ丙ｇｇ・』Ｅ）。今や、クォーク法の制定は、中南米からアフリカ、そしてアジア諸国を
世
い
尽
く
す
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。
ニ
ク
オ
ー
タ
擁
護
の
論
拠
（
ご
政
治
権
力
の
民
主
的
配
分
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ま
り
、
た
と
え
同
じ
階
級
や
階
層
に
属
し
、
同
一
の
信
仰
や
文
化
を
共
存
し
て
い
た
と
し
て
も
、
男
性
集
団
が
女
性
染
団
の
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
女
性
の
政
治
的
利
益
は
女
性
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
女
性
は
社
会
の
構
成
員
と
し
て
も
多
数
派
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
が
支
配
的
な
議
会
を
民
主
的
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
女
性
の
過
少
代
表
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
怠
慢
な
の
だ
。
事
実
、
非
西
欧
諸
国
に
お
け
る
ク
ォ
ー
ク
法
の
導
入
は
、
民
主
的
政
治
体
制
の
構
築
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
レ
ル
ー
プ
は
、
一
九
七
○
年
代
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
、
女
性
が
ｎ
ら
の
政
治
代
表
を
高
め
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
と
き
、
彼
女
た
ち
は
「
女
性
の
過
少
代
表
は
民
主
主
義
に
反
す
（旧）
る
」
と
い
う
主
張
を
根
拠
に
し
て
、
政
党
や
世
論
に
働
き
か
け
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
代
識
制
民
主
主
義
を
懐
疑
し
、
参
加
民
主
主
義
に
共
鴫
し
た
。
そ
れ
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
、
公
的
倣
域
の
政
治
社
会
と
私
的
緬
域
で
あ
る
家
庭
と
を
分
断
し
、
女
性
を
私
的
領
域
に
閉
じ
込
め
て
政
治
緬
域
か
ら
締
め
出
し
た
ば
か
り
か
、
家
庭
を
非
政
治
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
私
的
な
男
女
の
関
係
か
ら
派
生
す
る
女
性
の
従
属
を
黙
殺
し
て
き
た
か
らである。「個人的な問題を政治化する（島のロの『の。□四一厨ｇ一一［】８］）」というラディカル・フェミニストの関心は、
私
的
緬
域
の
民
主
化
に
向
か
い
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
に
お
い
て
民
主
主
義
を
実
現
す
る
こ
と
に
注
が
れ
た
。
参
加
民
主
主
義
こ
そ
が
、
女
性
解
放
の
道
筋
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
参
加
民
主
主
義
は
、
女
性
解
放
に
と
っ
て
本
当
に
有
効
な
方
法
な
の
フェミニスト政淌皿論家のフィリプス（里言□砂一＄］）は、リベラル・デモクラシーの欠陥と参加民主主義の魅力
を
認
め
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
参
加
民
主
主
義
の
実
効
性
に
疑
問
を
提
起
す
る
。
ま
ず
、
日
常
的
な
討
論
の
横
み
璽
ね
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
参
加
民
主
主
義
が
、
過
頭
な
コ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
点
で
あ
る
。
忙
し
い
現
代
人
、
わ
け
て
も
家
事
や
育
児
の
責
任
を
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
糒
）
一七
であろうか。
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負
う
女
性
が
、
計
諜
唖
の
場
に
参
加
す
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
し
、
た
と
え
討
論
に
参
加
で
き
た
と
し
て
も
新
た
な
負
担
を
女
仙
に
課
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
Ⅱ
常
生
活
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
が
、
必
ず
し
も
政
治
社
会
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
に
結
び
付
か
な
い
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
政
治
社
会
で
採
用
さ
れ
て
い
る
代
議
制
民
主
主
義
は
、
衿
禦
と
い
う
参
加
民
主
主
義
と
は
異
な
る
論
理
と
仕
組
み
で
柵
成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
や
職
場
で
形
成
さ
れ
た
合
意
と
政
胎
の
場
に
お
け
る
決
定
と
が
異
な
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
現
代
の
よ
う
な
禅
雑
で
変
化
の
激
し
い
大
衆
社
会
に
お
い
て
、
参
加
民
主
主
義
に
全
面
鯨
幌
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
日
常
レ
ベ
ル
で
女
性
の
境
遇
が
改
善
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
法
的
な
権
利
と
し
て
制
度
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一
過
性
の
現
象
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
女
性
解
放
に
と
っ
て
、
国
家
の
意
思
決
定
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
は
や
は
り
不
可
欠
な
の
だ
。
代
議
制
民
主
主
義
に
回
帰
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
さらにフィリプス（勺冨】一つめ』の忠」－函の）は、議員はその選挙区のあらゆる意見を代表するので、女性の意見も当
然
そ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
伝
統
的
な
代
表
制
概
念
に
も
異
議
を
唱
え
る
。
彼
女
が
「
哩
念の政治□・｝】［】８。（丘Ｂい」と呼ぶ、この伝統的な代議制度において、選出された議員には、特定のいかなる意見に
も
組
み
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
か
ら
距
離
を
慨
き
、
（
選
挙
区
の
）
全
体
の
利
益
の
た
め
に
公
平
に
行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
脈
か
に
、
政
治
社
会
が
ｎ
画
他
の
高
い
人
び
と
ｌ
た
と
え
ば
、
入
城
や
民
族
が
共
通
す
る
男
性
ｌ
に
よ
っ
て
櫛
成
さ
れ
て
い
た
時
代
であれば、識員は個別の利害を調整して選準氏に共通の意見を染約し、あらゆる右膿脈者の代表として振郷うことも可
能であろう。ところが、現代の政論社会は性別、人祁、民族など梁川的特”性の異なる多様な人びとによって柵成され、
利害の調鍍や意見の一致は極めて困難になっている。それにもかかわらず、相変わらず伝統的な代表制概念に依拠す
るならば、女性やたとえ男性であっても非白人系、障害者、少数民族川身といった政治的少数派の人びとの意見は、
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中
産
階
級
出
身
の
健
常
背
、
さ
ら
に
欧
米
社
会
で
は
白
人
と
い
っ
た
特
定
の
男
性
梁
川
が
多
数
派
を
占
め
る
議
会
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
、
彼
ら
の
利
蔬
は
損
な
わ
れ
た
た
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
的
少
数
派
は
、
自
ら
意
見
を
表
明
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
代
表
を
議
会
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
リ
プ
ス
は
、
今
日
の
多
民
族
・
多
文
化
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
「理念の政治」ではなく、政治社会を構成する集団間の政治的価値や意見の違いを認め、こうした異質性が議会で代
表される「存在の政治ロ・］旨。⑪＆ｂ『のめの。Ｓ」なのだと主張する。
と
は
い
え
、
男
性
多
数
派
が
支
配
す
る
議
会
で
あ
っ
て
も
、
議
会
が
つ
ね
に
彼
ら
の
意
見
だ
け
を
反
映
し
て
迩
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
彼
ら
が
取
り
扱
う
政
淌
課
題
の
多
く
は
、
そ
の
政
治
社
会
の
全
柵
成
員
に
関
係
し
、
社
会
全
体
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
再
選
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
有
柵
者
の
多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
員
の
存
在
意
義
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
課
題
で
あ
れ
ば
、
少
数
派
集
団
に
間
有
の
問
題
に
も
取
り
組
む
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
、
マ
ン
スブリッジ（ｇ目勿ワュ９ｍのｇｇ・日←士呂）は、政治的弱者の利益が代表されない場合を次の三点に限定している。
ま
ず
彼
ら
の
問
題
が
未
だ
漠
然
と
し
て
い
て
、
第
三
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
は
、
川
確
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
そ
の
災
団
出
身
の
議
員
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
漠
然
と
し
た
問
題
を
受
け
止
め
、
政
治
課
題
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
性
差
別
や
人
種
差
別
と
い
っ
た
、
政
治
的
多
数
派
と
政
治
的
少
数
派
と
の
間
に
生
じ
る
差
別
と
被
差
別
Ｉ
あ
る
い
は
支
配
と
彼
支
配
ｌ
の
関
係
が
両
者
の
対
話
を
遮
断
し
、
後
者
の
意
見
が
前
者
に
伝
わ
ら
な
い
場
合
で
あ
る
。
最
後
に
、
議
会
で
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
多
一
致
派
の
問
題
関
心
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
議
員
の
存
在
は
、
健
常
者
の
同
僚
に
障
害
者
が
社
会
参
加
を
す
る
上
で
直
面
す
る
様
ざ
ま
な
問
題
を
碓
井
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
人はｎ分が関心をもつ事柄により熱心に取り組み、その関心はその人の価値観や経験と切り離すことができない。
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
唆
（
伽
藤
）
一九
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政治的少数派が議会で議席を確保すること（Ｑの⑭３℃号の『の円の⑪８日【】・ロ）は、実体としても、また象徴的にも敢
要
な
の
で
あ
る
（
ご
苞
・
の
侭
）
。
だ
が
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
特
定
の
男
性
染
川
が
議
会
の
多
数
派
を
占
め
続
け
て
お
り
、
ク
ォ
ー
ク
の
よ
う
な
械
棚
的
な
方
莱
を
講
じ
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
政
冷
的
不
均
衡
を
是
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
女
性
の
政
治
的
代
表
性
が
向
上
し
て
い
る
図
で
も
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
を
要
し
て
い
る
。
女
性
識
口
数
の
多
寡
や
そ
の
向
上
の
進
捗
度
に
違
い
は
あ
れ
、
女
性
の
政
冷
的
過
少
代
表
は
あ
ら
ゆ
る
国
に
共
皿
す
る
現
象
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
女
性
Ｉ
そ
し
て
非
嘔
流
派
の
男
性
ｌ
は
、
政治的に二流市民化されてきたのであろう。ヤング（『。：い］のｇ・」Ｅｌ国司）は、近代的シティズンシップが提起す
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こ
の
こ
と
は
、
議
員
も
同
じ
で
あ
る
。
マ
ン
ス
プ
リ
ッ
ジ
（
３
日
・
の
囲
占
忠
）
は
、
議
員
の
政
治
活
動
に
そ
の
個
人
的
な
経
験
が
大
き
く
影轡するということを証明したバリ１．バーダン（、閂ｑｍｐａｇ）の研究を紹介している。パーダンが二○○五年
に
合
衆
国
述
州
識
宏
云
下
院
議
員
に
行
な
っ
た
調
査
は
、
喫
煙
す
る
議
員
は
非
喫
煙
議
員
よ
り
も
タ
バ
コ
を
規
制
す
る
法
案
に
反
対
し
、
学
童
期
の
子
ど
も
を
持
つ
議
員
は
学
校
選
択
に
関
す
る
議
題
に
酌
慨
榔
的
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
中
で
も
子
ど
も
を
公
立
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
議
員
は
私
立
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
親
を
一
塁
後
す
る
政
策
に
反
対
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
福
音
主
義
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
議
員
は
、
信
仰
に
基
づ
い
た
提
案
に
熱
心
で
あ
る
一
方
、
幹
細
胞
に
関
す
る
研
究
に
は
反
対
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
確
か
に
、
女
性
に
向
け
ら
れ
る
性
的
な
暴
力
や
嫌
が
ら
せ
、
少
一
数
民
族
の
権
利
や
文
化
の
保
護
と
い
っ
た
問
題
は
、
多
数
派
巣
剛
の
男
性
が
支
配
す
る
議
会
で
は
、
な
か
な
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
埋
も
れ
た
問
題
を
表
出
さ
せ
、
政
治
課
題
と
し
て
提
起
す
る
に
は
、
そ
の
問
題
に
関
心
を
も
つ
議
員
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
（
二
）
彼
抑
圧
者
集
川
に
対
す
る
正
義
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（川）
る
「
普
遍
的
平
等
」
が
、
不
平
等
を
生
み
出
す
と
主
張
し
て
い
る
。
近
代
リ
ベ
ー
フ
リ
ズ
ム
が
立
ち
上
げ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
階
級
、
性
別
や
人
種
、
身
体
的
特
徴
な
ど
個
人
の
属
性
を
櫓
象
し
、
国
民
を
均
質
な
人
間
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
等
し
く
権
利
を
分
け
与
え
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
個
人
や
集
団
の
間
の
差
異
を
無
視
す
る
こ
と
が
、
全
国
民
に
平
等
に
権
利
を
分
か
っ
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
女
性
、
非
白
人
系
や
移
民
し
て
き
た
国
民
は
、
こ
の
普
遍
主
義
の
も
と
に
平
等
な
権
利
を
保
障
さ
れ
、
政
治
に
等
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
権
利
は
平
等
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
機
会
が
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
政
治
制
度
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
仕
組
み
や
そ
の
文
化
は
、
そ
の
社
会
の
主
流
派
の
男
性
を
基
準
に
し
て
お
り
、
こ
の
雑
準
か
ら
外
れ
る
非
主
流
派
の
人
び
と
ｌ
女
性
、
非
白
人
、
移
民
、
障
害
者
ｌ
に
と
っ
て
、
政
治
制
度
は
越
え
が
た
い
壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
代
市
民
社
会
の
政
治
制
度
を
構
想
し
た
の
は
男
性
中
産
階
級
で
あ
り
、
や
が
て
こ
の
な
か
に
労
働
者
階
級
の
男
性
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
政
治
参
加
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
主
流
派
の
男
性
が
政
治
社
会
の
「
先
住
者
災
剛
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
や
非
主
流
派
の
男
性
は
、
政
治
社
会
に
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
「
後
続
者
巣
団
」
で
あ
る
。
先
住
者
の
流
儀
や
習
慨
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
世
界
に
、
彼
ら
と
は
異
な
る
特
性
を
も
つ
集
団
が
参
入
す
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
は
、
伝
統
と
格
式
を
重
ん
じ
る
組
織
に
新
参
者
と
し
て
飛
び
込
ん
だ
と
き
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
界
は
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
白
人
新
教
徒
の
男
性
が
共
有
す
る
流
儀
と
文
化
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
た
、
排
他
的
な
社
会
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
日
本
の
議
員
活
動
も
、
女
性
の
考
え
方
や
行
動
規
範
、
あ
る
い
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
昼
夜
の
別
な
く
続
け
ら
れ
る
国
会
審
議
、
公
開
の
審
議
よ
り
も
水
面
下
で
の
根
回
し
や
取
引
が
重
視
さ
れ
る
国
会
運
営
、
派
閥
に
み
ら
れ
る
親
分
・
子
分
の
関
係
と
い
っ
た
日
本
の
政
界
の
あ
り
よ
う
に
は
、
日
本
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
オ
ー
タ
制
唆
（
衛
濃
）
一一一
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男
性
優
位
の
政
治
制
度
の
も
と
で
、
女
性
の
政
治
的
代
表
性
を
引
き
上
げ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
ク
ォ
ー
ク
が
支
持
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
女
性
議
員
の
数
を
増
や
す
効
果
的
な
装
置
だ
と
い
う
点
に
あ
る
（
臼
（
巳
⑪
ｏ
ｐ
ｇ
ｓ
ｇ
の
）
。
カ
ウ
ル
（
○
四
巳
ｇ
Ｂ
・
届
匿
ｌ
Ｂ
圏
）
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
党
型
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
と
女
性
国
会
議
員
数
の
上
昇
と
の
相
関
性
か
ら
、
こ
の
ことを実証している。一九七五年から九五年までの間にクォークを採用した政党（二一）と米採用の政党（五○）、
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
一一一一
の
伝
統
的
な
「
男
性
ら
し
さ
」
が
染
み
込
ん
で
い
る
。
先
住
者
集
団
は
、
政
治
社
会
の
支
配
層
と
い
う
特
権
的
な
地
位
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
特
有
の
規
範
や
文
化
こ
そ
が
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
続
者
た
ち
の
そ
れ
は
普
遍
的
基
準
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
政
治
社
会
に
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
「
先
住
者
集
団
」
が
確
立
し
た
世
界
に
「
後
続
者
集
団
」
が
参
入
す
る
に
は
、
先
住
者
の
流
儀
や
文
化
に
「
同
化
」
し
、
「
名
誉
男
性
」
や
「
信
一
誉
白
人
」
に
な
る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
「
同
化
」
で
き
る
人
が
い
る
一
方
で
、
そ
う
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
も
い
る
。
政
界
の
同
質
的
な
文
化
の
中
に
、
異
質
な
集
団
が
な
か
な
か
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
を
み
る
限
り
、
同
蝿
化
で
き
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
能
力
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
る
。
「
女
性
で
あ
る
こ
と
」
や
「
黒
人
で
あ
る
こ
と
」
を
な
ぜ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
固
有
の
文
化
の
放
棄
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
正
義
に
適
う
こ
と
な
の
か
。
つ
ま
り
、
政
治
的
に
周
辺
化
さ
れ
て
い
る
人
び
と
に
落
ち
度
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
政
治
を
支
配
し
て
き
た
主
流
派
の
男
性
集
団
の
特
権
的
な
立
場
こ
そ
が
問
題
な
の
だ
（
ｍ
ｍ
Ｏ
Ｃ
嵐
８
９
．
韻
）
。
ク
ォ
ー
ク
は
、
政
治
的
に
二
流
市
民
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
集
川
が
自
ら
の
あ
り
方
に
誇
り
を
失
う
こ
と
な
く
、
政
治
的
代
表
性
を
高
め
る
た
め
の
＋
〃
法
で
あ
る
。
（三）現実的効果
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そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
女
性
議
員
の
増
加
率
を
比
較
す
る
と
、
ク
ォ
ー
ク
の
採
用
に
よ
っ
て
女
性
議
員
の
数
は
急
上
昇
し
、
’
九
九
五
年
時
点で前者の女性議員の比率は後者のそれよりも平均で一五パーセント余り上回っていた。
さらに高い効果が期待できるのが、法律型クォークである。ダレループとフレダンバル（ロロゴーの「５口目句同国Ｑのロー
く
巴
己
Ｃ
ａ
ヨ
ー
圏
）
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
国
家
議
員
比
率
の
年
次
推
移
の
比
較
か
ら
、
法
律
型
ク
ォ
ー
ク
の
即
効
性
を
例
証
し
て
い
る
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
一
九
九
六
年
に
全
政
党
に
立
候
補
者
の
う
ち
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
女
性
と
す
る
こ
と
を
命
ず
る
ク
ォ
ー
ク
法
を
制
定
し
た
。
ク
ォ
ー
ク
法
実
施
以
前
に
行
な
わ
れ
た
選
挙
二
九
九
八
年
）
に
お
け
る
女
性
議
員
の
比
率
は
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
制
度
の
実
施
後
初
め
て
行
な
わ
れ
た
選
挙
（
二
○
○
二
年
）
で
は
そ
の
比
率
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
こ
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
比
率
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
水
準
に
等
し
い
が
、
同
国
が
こ
の
水
準
に
至
る
ま
で
に
は
二
○
年
間
、
八
回
も
の
選
挙
を
要
し
て
い
る
。
ク
ォ
ー
ク
法
の
導
入
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
を
一
夜
に
し
て
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
ダ
レ
ル
ー
プ
と
フ
レ
ダ
ン
パ
ル
（
ご
ａ
・
）
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
な
、
徐
々
に
女
性
議
員
が
増
加
し
て
い
く
タ
イ
プ
を
、
増加率が緩やかな曲線を拙くことから「漸噌軌跡旨。『の日のロ区【３．六」、他方コスタリカにみられるような、法律型
クォークによって一気に上昇を果たすタイプを「急増軌跡［煙⑪三日・丙」と呼んでいる。非西欧諸国がクォーク法を制
定
す
る
と
、
そ
の
女
性
議
員
の
増
加
率
は
大
抵
「
急
増
軌
跡
」
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク
ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
す
べ
て
の
国
で
目
覚
し
い
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
成
功
は
、
採
川
さ
れ
て
い
る
選
挙
方
式
や
ク
ォ
ー
ク
の
制
度
設
計
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ク
ォ
ー
ク
の
効
果
が
現
れ
や
す
い
選
挙
方
式
は
、
女
性
を
機
械
的
に
候
補
者
名
簿
に
掲
載
で
き
る
比
例
代
表
で
あ
る
。
ク
オ
ー
タ
法
を
も
つ
非
西
欧
諸
国
の
選
挙
方
式
は
、
ほ
と
ん
ど
が
比
例
代
表
で
（胴）
あ
る
。
他
方
、
小
選
挙
区
制
は
、
女
性
は
勝
ち
目
の
な
い
選
挙
区
に
回
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
効
果
が
上
が
り
に
く
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
瀧
）
一一一一一
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二四
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
場
ム
ロ
、
有
利
な
選
挙
区
と
考
え
ら
れ
る
引
退
議
員
の
後
任
区
と
勝
利
の
見
込
め
る
選
挙
区
に
女
性
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
ク
ォ
ー
ク
導
入
後
初
め
て
実
施
さ
れ
た
一
九
九
七
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
女
性
議
員
を
倍
増
さ
せた（三○日の９つ』》ｇ】）。クォークの設計も、効果を左右するのである。比例代表にクォークを適用する場合でも、
女
性
を
候
補
者
名
簿
の
下
位
に
並
べ
る
よ
う
な
や
り
方
を
す
れ
ば
、
効
果
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
為
的
な
障
害
を
回
避
す
る
た
め
、
た
と
え
ば
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
ク
ォ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
民
党
は
、
候
補
者
名
薄
に
男
女
を
交
互
に
並べる「ジッパー」と呼ばれる＋々法を採用している（○ロゴ］の日ロ§Ｑ司司の丘。□ぐ巳后９，．＄）。これは、まず男女別の
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
簿
の
上
か
ら
順
に
男
女
を
一
人
ず
つ
互
い
達
い
に
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
法
律
型
ク
オ
ー
タ
で
は
、
割
り
当
て
比
率
の
設
定
の
仕
方
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
の
有
無
な
ど
、
法
の
規
定
内
容
が
効
果
に
影
響
す
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
パ
ー
ル
や
ア
ル
メ
ニ
ァ
の
よ
う
に
、
比
率
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
挿
珈
に
低
い
、
あ
る
い
は
割
り
当
て
の
指
示
が
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
「
以
下
」
あ
る
い
は
「
以
内
」
と
い
っ
た
よ
う
に
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
と
、
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、
逆
効
果
に
さ
え
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
罰
則
規
定
が
設
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
抜
け
道
を
作
ら
れ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
必
要
も
あ
る
。
全
政
党
に
そ
の
候
補
者
の
半
数
を
女
性
と
す
る
こ
と
を
命
じ
た
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
テ
法
（
二
○
○
○
年
）
が
、
施
行
後
の
国
政
選
挙
（
二
○
○
二
年
）
で
、
女
性
議
員
の
比
率
を
わ
ず
か
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
女
性
陳
柵
者
が
勝
ち
目
の
な
い
選
挙
区
に
回
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
主
要
政
党
が
女
性
候
補
を
立
て
る
こ
と
よ
り
も
罰
金
を
支
払
う
ほ
う
を
選
ん
だ
た
め
で
あ
っ
た
（
【
岸
巨
の
ｏ
ｐ
ｇ
ｇ
ｇ
Ｃ
’
ふ
ち
）
。
パ
リ
テ
法
の
規
定
で
は
、
ク
ォ
ー
ク
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
、
政
党
は
未
達
成
の
比
率
に
応
じ
て
罰
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
各
党
は
選
挙
の
得
画
恋
雫
に
応
じ
て
国
庫
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
政
党
に
は
、
有
力
な
男
性
候
補
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
抵
得
で
き
る
と
予
想
さ
れ
る
補
助
金
と
ク
ォ
ー
ク
の
比
率
を
割
る
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ク
ォ
ー
ク
に
向
け
ら
れ
る
批
判
は
、
そ
の
実
施
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
や
実
効
性
に
対
す
る
疑
念
と
い
っ
た
実
川
上
の
も
の
か
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
原
理
に
か
か
わ
る
も
の
ま
で
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
批
判
も
、
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
平
等
を
め
ぐ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
意
見
の
相
違
で
あ
り
、
ま
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
教
義
と
リ
ベ
ラ
リ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
調
和
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
批
判
的
意
見
を
網
羅
的
に
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
反
論
を
試
み
る
。
こ
と
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
罰
金
と
を
比
較
考
量
し
、
よ
り
有
利
な
ほ
う
を
選
ぶ
と
い
う
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
た
。
与
党
国
民
運
動
迎
合
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）
と
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
）
は
、
有
力
な
男
性
候
補
者
に
よ
っ
て
得
票
率
を
上
げ
た
ほ
う
が
、
罰
金
を
支
払
う
よ
り
も
有
益
だ
と
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
侯
補
の
比
率
は
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
他
方
、
少
数
派
の
国
民
戦
線
は
、
補
助
金
の
漉
得
よ
り
も
罰
金
の
支
払
い
の
ほ
う
が
上
回
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
女
性
候
補
者
の
割
合
は
実
に
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
し
か
し
、
国
民
戦
線
は
得
票
率
が
低
く
、
女
性
侯
補
は
落
選
し
た
。
パ
リ
テ
注
は
、
制
度
の
組
み
立
て
方
に
よ
っ
て
は
、
効
果
の
薄
い
ク
ォ
ー
ク
も
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ク
ォ
ー
ク
の
実
施
が
も
た
ら
す
弊
害
の
一
つ
は
、
女
性
に
付
け
ら
れ
る
汚
点
ｌ
「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
ｌ
の
問
題
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
ク
ォ
ー
ク
に
よ
っ
て
立
候
補
し
、
当
選
を
果
た
し
た
女
性
は
、
特
別
な
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
の
で
、
通
常
の
経
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
二五
三
ク
オ
ー
タ
批
判
と
反
論
（
ニ
ス
テ
ィ
グ
マ
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ク
ォ
ー
ク
は
、
議
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
を
瞳
め
、
女
性
が
政
治
的
能
力
を
発
揮
す
る
う
え
で
障
害
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
議
員
に
向
け
ら
れ
る
差
別
や
不
当
な
取
り
扱
い
は
、
ク
ォ
ー
ク
だ
け
が
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
根
は
、
ク
ォ
ー
ク
よ
り
も
女
性
が
議
会
の
少
数
派
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
は
し
ま
い
か
。
少
数
派
が
軽
視
さ
れ
、
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
る
の
は
、
社
会
組
織
一
般
に
共
通
す
る
集
団
の
病
理
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
も
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
限
ら
ず
、
家
父
長
制
の
伝
統
は
ど
の
国
家
に
も
存
在しており、議会といえども、女性蔑視の文化から自由ではない。男性優位の議会のなかで、少数派の女性が弱小勢
力
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
性
別
ゆ
え
に
、
屈
辱
的
な
処
遇
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
だ
。
加
え
て
、
彼
女
た
ち
が
男
性
の
既
得樅を奪うクォークによって参入してきたとなれば、男性識員の彼女たちに対する態度は嫉妬や憎悪のためにさらに
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○
四
巻
第
四
号
一ヱハ
路から政界入りした男性よりも能力的に劣っているとみられ、非難や差別的な取り扱いを受ける（□囚亘の日ロ印ロロ
可「の】Ｑの曰く巴」９局②］）。たとえばドイツは、キリスト糾泌は会同盟（ＣＳＵ）と自由民主党（ＦＤＰ）を除いて全政党
がクォークを導入し、女性議員数を確実に増加させている（表参照）。ところが、クォークを経由して当選した女性
識員たちは、しばしば男性の同僚から、「女性ゆえに優遇されている」という非難を浴びせられる（【「。。狡い。『目‐
ロロ②冠目ＱｍＰＢ８のｇｇｇ」－９国）。また、家父長的な伝統の強いアラブ諸国では、このクォークに対する偏見と女
性蔑視とが相俟って、女性議員は軽視され、議会の「お飾り８六のロ」のように扱われる（シワ。こ‐口の－９９９．］９６：‐
悪化するであろう。
］⑦門口ロ山ＣＣＰＰ○画）。
一半実、ダレループ（ＤＰＥの日ロｇｇｇ心Ｉい＆）は、北欧諸国のように、女性議員の数がもはや少数派と呼ぶことが
できない程度にまで増加してくると、女性議員に向けられるいなかるスティグマも消失することを論証している。な
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バルデス（ロロ］Ｑの侭９９．ｓＴ一ｓ）は、未熟な民主政治のもとで実行される法律型クォークは、非民主的な現実を
慨
い
隠
し
、
真
の
改
革
か
ら
人
び
と
の
目
を
巡
ら
さ
せ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ク
オ
ー
タ
制
度
は
、
新
し
い
酒
を
古
い
皮
袋
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
、
ク
ォ
ー
ク
と
い
う
新
発
想
の
改
轆
も
旧
態
依
然
の
制
度
の
中
で
は
、
そ
れ
が
本
来
期
待
し
た
よ
う
に
は
機
能
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ク
ォ
ー
ク
を
実
行
す
る
政
党
の
権
威
主
義
的
な
体
質
は
一
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
術
藤
）
二七
か
で
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
民
党
の
「
ジ
ッ
パ
ー
」
制
度
は
、
当
選
者
の
明
及
比
も
均
衡
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
候
唾
禰
者
名
飾
の
第
一
順
位
を
男
女
の
い
ず
れ
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
一
人
だ
け
上
回
る
こ
と
に
な
る
が
、
議
員
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
均
衡
す
る
。
ダ
レ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
ジ
ッ
パ
上
幻
式
の
も
と
で
は
、
女
性
識
貝
が
「
ク
ォ
ー
ク
女
性
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
男
性
議
員
も
同
類
な
の
で
、
ク
オ
ー
タ
を
理
由
に
女
性
を
特
別
視
す
る
こ
と
は
も
は
や
意
味
を
な
さ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
女
性
自
身
が
、
ク
オ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
引
け
目
を
感
じ
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
感
慨
は
、
男
性
が
所
有する権利を彼らの好意によって分け与えてもらった、すなわちクォークを「恩恵」とみる考え方から生じる。だが、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
政
治
的
代
表
制
は
政
治
社
会
の
棚
成
員
す
べ
て
に
開
か
れ
た
権
利
で
あ
り
、
単
に
男
性
は
先
住
災
団
と
し
て
そ
れ
を
独
占
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
ク
オ
ー
タ
は
、
政
治
的
劣
位
に
あ
る
後
続
集
団
が
速
や
か
に
代
表
性
を
改
善
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る。つまり、それは、女性に恩恵を与えるのではなく、男性が享受してきた「特歴梅」を返却させ、権利の公平な分配
を
目
指
す
も
の
な
の
で
、
何
ら
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
（
、
四
。
○
三
９
９
韻
）
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ク
ォ
ー
ク
に
よ
っ
て
多
様
な
女
性
候
補
者が登場すれば、有権者の選択肢を増やすことができるｅ四三のＢｂｇｇ巨）。
三
）
非
民
主
的
現
実
の
隠
蔽
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二八
向
に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
女
性
候
補
者
の
選
出
は
政
党
幹
部
の
窓
意
的
な
判
形
町
に
委
ね
ら
れ
、
却
っ
て
反
民
主
的
な
党
運
営
を
強
め
ているからである。そして、一層問題なのは、クォーク制度が一見政治の民主的改革を促進しているように見えるの
で
、
人
び
と
は
そ
れ
で
満
足
し
、
政
党
の
民
主
化
と
い
っ
た
、
よ
り
重
要
な
改
革
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ル
デ
ス
は、クォークが政治の現状を固定し、既存の非民主的体制を強化してしまう危険性を持っていると警鐘を鳴らす。
このような危恨は、アフリカなどの新興国のクォーク制度にも起こり得るのではないか。クォークの憲法規定をも
つ
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
内
戦
後
初
め
て
行
な
わ
れ
た
二
○
○
三
年
の
選
挙
で
、
女
性
が
国
会
議
員
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
か
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
荒
廃
し
た
国
家
が
、
今
や
世
界
で
最
も
高
い
女
性
議
員
比
率
を
誇
る
と
い
う
事
実
は
、
多
く
の
人
び
と
を
驚
か
せ
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
女
性
の
政
治
代
表
に
お
い
て
目
覚
し
い
成
果
を
あ
げ
た
選
挙
で
は
、
重
大
な
不
正
や
詐
欺
が
横
行
し
た
ば
か
り
か
、
投
票
直
前
に
主
要
な
野
党
が
活
動
を
禁
止
さ
れ
、
野
党
候
補
者
の
出
馬
が
無
効
に
な
っ
た
こ
と
が
、
欧
州
連
合
選
（価）
拳視察団によって報止ロされている。民主的選挙とは名ばかりの独蛾政摘がまかり通っていたのである。しかし、それ
にもかかわらず、女性の政治代表の飛蹴的な進展というインパクトのある川赫杢事に人びとの関心が奪われるならば、
腐敗の現実が見落とされかねないだろう（、口］Ｑ８ｇｇＳの）。
民
主
主
義
に
貢
献
す
る
は
ず
の
制
度
が
、
民
主
主
義
の
進
展
を
妨
害
す
る
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
は
、
確
か
に
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ォ
ー
ク
制
度
と
政
治
そ
れ
自
体
が
抱
え
る
問
題
と
は
、
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ク
ォ
ー
ク
制
度
に
政
党
の
非
民
主
的
構
造
や
選
挙
の
腐
敗
の
原
因
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
女
性
議
員
増
加
の
結
果
と
し
て
、
政
治
の
撒
化
が
進
む
こ
と
は
期
待
で
き
る
に
し
て
も
、
ク
ォ
ー
ク
同
体
が
政
治
改
革
を
目
的
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
立
場から、ネナヴァダカァ（ｚ四曰く且の百『９９巨中‐」ｇ）は、南アジアで実施されているクォークを積極的に評価す
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ろ。パキスタンのような「見せ掛けの民主国家」（ご苞・］こ）では、議会の権能が骨抜きにされているので、議員の
政
治
的
影
縛
力
は
小
さ
い
。
ク
オ
ー
タ
に
よ
っ
て
国
会
議
員
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
議
員
た
ち
は
、
見
せ掛けの民主主義の「お飾り」程度にすぎないのかもしれない。しかし、彼女は、そうであったとしても、女性が政
治家として経験を積む機会を与えられ、未来の真の民主政治において、重要な役割が果たせるよう準備できることは
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
、
と
主
張
す
る
。
さらに、ネナヴァグカァ（ご苞，］巳ｌ］蟹）は、インドの地方選挙の事例から、クォークが女性の社会的・経済的エ
ンパワーメン卜に貢献することを論証している。インドの地方自治体議会では、その議席の三三パーセントを女性に
配
分
す
る
議
席
ク
ォ
ー
ク
が
懲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ナ
ヴ
ァ
ダ
カ
ァ
に
よ
る
と
、
腱
付
地
帯
の
女
性
の
殆
ん
ど
は
、
読
み
譜
き
も
で
き
ず
、
家
庭
で
は
夫
や
年
長
者
に
虐
げ
ら
れ
、
政
治
と
は
無
縁
の
人
び
と
な
の
だ
が
、
恋
法
の
規
定
ゆ
え
に
彼
女
た
ち
は
半
ば
強
制
的
に
議
会
に
勅
貝
さ
れ
る
。
し
か
し
、
議
員
に
な
っ
た
村
の
女
性
た
ち
は
、
文
字
を
覚
え
、
政
治
活
助
を
通
し
て
自
尊
心
を
取
り
戻
し
、
菰
年間の低期を全うするときには、夫や年長者に向かって自己主張ができる自立した女性に成長するという。議員活動
は村の女性たちにエンパワーメン卜の機会を提供し、こうした彼女たちの政治参加は、クォークなしに実現されるこ
とはない。少なくとも南アジアの事例は、クォーク制度が女性を政治的かつ社会的に成長させ、それが延いては政治
社
会
の
民
主
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
女性の政治代表の向上は、女性有権者にいかなる対価を与えるのであろう。女性議員数の増加に比例して、女性一
女性の過少代表とクオータ制度（衛藤）
二九
（三）女性議員の貢献
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股
の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
も
改
善
さ
れ
て
い
く
の
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
疑
問
に
明
確
に
述
口
え
る
こ
と
の
で
き
る
実
証
研
究
は
、
未
だ
十
分
に
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
経
験
的
に
、
女
性
議
員
数
の
墹
加
が
、
確
実
に
女
性
の
地
位
向
上
に
資
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
質
の
変
化
」
に
必
ず
し
も
結
び
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
、
Ｐ
Ｒ
三
９
ｓ
路
）
。
女
性
議
員
の
増
加
が
直
ち
に
女
仙
に
棚
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
女
性
た
ち
の
ク
ォ
ー
ク
に
対
す
る
関
心
を
弱
め
る
。
ク
ォ
ー
ク
に
よ
っ
て
女
性
議
員
を
増
や
し
て
も
、
女
性
の
た
め
の
社
会
政
策
が
さ
ほ
ど
追
求
さ
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
女
性
た
ち
は
ク
ォ
ー
ク
制
度
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
だ
ろ
う
（
厚
○
・
六
９
３
・
旨
）
。
数
の
墹
加
が
質
の
変
化
に
結
び
付
か
な
い
理
由
の
一
つ
は
、
謡
盃
室
に
お
け
る
女
性
議
員
数
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
グ
マ
の
問
題
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
少
数
派
は
軽
視
さ
れ
、
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
議
会
の
中
で
発
言
力
の
あ
る
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
、
政
策
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
に
は
、
あ
る
程
度
の
人
数
が
必
要
で
あ
る
。
チ
ャ
イ
ル
ズ
と
ウ
イ
ゼ
ィ
（
○
三
丘⑫目・葛ゴラの『ｇＥ）は、イギリス労働党の女性瀧口の耶例から、少数派が政筑を実現することの困難さを論じて
い
る
。
一
九
九
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
お
い
て
、
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
た
労
働
党
は
一
○
一
人
の
女
性
下
院
議
員
を
当
選
さ
せ
、
下
院
に
お
け
る
女
性
議
員
の
比
率
は
一
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
労
働
党
の
女
性
下
院
議
員
た
ち
は
、
女
性
有
権
者
、
わ
け
て
も
彼
女
た
ち
の
立
候
補
と
当
選
を
組
織
的
に
支
援
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
剛
体
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
何
と
五
千
も
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
勅
議
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ん
ど
は
、
議
会
の
み
な
ら
ず
労
働
党
の
男
性
同
隙
に
よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
却
下
さ
れ
、
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
どの樫度の人数を確保すれば、政治的成果を得ることができるのであろう。女性議員の「限界質鼠３（】８］９口服」
の比率は、フェミニストによって多少バラつぎがあるが、一般的には三○パーセント以上とされている。もっとも、
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で
は
、
ス
ウ
ェ
１
デ
ン
の
女
性
議
員
の
よ
う
に
、
数
に
お
い
て
男
性
に
枯
抗
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
の
た
め
の
社
会
政
策
や
家
族
政
策
は
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
に
悩
む
女
性
た
ち
の
垂
誕
の
的
で
あ
り
、
先
進
諸
国
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
の
規
範
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
モ
デ
ル
の
構
築
と
女
性
議
員
数
と
の
因
果
関
係
を
示
す
客
観
的
な
証
拠
は
な
い
が
、
女
性
議
員
の
多
さ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
女
性
議員数がその唯一の要因ではない。反対に、ジェンダー政莱の充爽が家庭と仕事との両立を容易にし、女性の政治代
表を高めているという面もある（。．ｍ・の一目ｇＳ）。さらに、内国人労働力の調達というスウェーデンの国策も影響し
ている。スウェーデンでは、一九五○年代の高度成長期に生じた労働力不足をまず外川人労働によって解滴しようと
したが、やがて社会椀の要求や治安悪化など所謂移民問題が浮上したため、労働力凋達を外国人から女性に転換した。
こ
う
し
て
一
九
七
○
年
代
以
降
、
女
性
の
就
業
率
は
飛
脇
的
に
仰
び
、
今
Ⅲ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
健
康
な
成
人
女
性
が
就
労
す
る
の
（、）
は当然のことだと考え、りれている。充実した社会政簸は、女性就労義務化の対価だという側面もある。女性の状況を
改
善
す
る
に
は
、
政
治
と
同
時
に
女
性
を
と
り
ま
く
経
済
・
社
会
条
件
の
改
善
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
一一一一
三
割
そ
こ
そ
こ
で
は
、
巣
圃
と
し
て
の
存
在
は
印
象
づ
け
ら
れ
て
も
、
そ
の
発
言
が
政
治
的
に
影
響
力
を
持
つ
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
ｌ
Ｐ
Ｕ
が
調
査
を
し
て
い
る
一
八
八
ヵ
国
の
中
で
、
女
性
国
会
議
員
の
比
率
が
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
の
は
、
上
位
二
○
カ
国
で
あ
る
（
表
参
照
）
。
そ
し
て
、
男
性
議
且
と
ほ
ぼ
緋
杭
す
る
半
数
近
い
勢
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ル
ワ
ン
ダ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ニ
カ
凪
に
す
ぎ
な
い
。
女
性
議
員
の
数
は
、
に
見
え
て
増
加
し
、
彼
女
た
ち
も
女
性
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
は
し
て
い
て
も
、
殆
ん
ど
の
国
で
は
未
だ
議
会
の
中
で
実
効
的
な
影
響
力
を
行
使
で
き
る
ほ
ど
の
人
数
に
は
途
し
て
い
な
い
の
で
、
成
果
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
のである。
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以
上
の
三
点
は
、
ク
ォ
ー
ク
に
対
す
る
実
用
面
か
ら
の
疑
念
や
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
論
じ
る
三
つ
の
問
題
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
か
ら
の
ク
オ
ー
タ
批
判
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
ク
ォ
ー
ク
が
立
候
補
の
「
機
会
の
平
等
」
を
制
約
す
る
と
い
う
批
判
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
「
機
会
の
平
等
」
は
、
自
由
競
争
を
前
提
に
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
あ
る
地
位
の
他
得
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
人
び
と
が
競
う
と
き
、
そ
の
競
争
に
参
加
す
る
機
会
は
、
参
加
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
地
位
の
性
質
か
ら
発
生
す
る
特
別
な
要
件
を
除
い
て
、
性
や
年
齢
、
出
身
ぺ
財
産
な
ど
個
人
の
属
性
に
よ
っ
て
、
参
加
の
機
会
が
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
法
学
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政
治
的
代
表
性
が
向
上
し
て
も
、
経
済
・
社
会
条
件
の
改
善
な
し
に
は
、
女
性
の
現
状
に
大
し
た
変
化
は
な
い
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
問
題
解
決
に
と
っ
て
進
歩
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ
は
ク
ォ
ー
ク
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
も
、
歴
史
や
文
化
が
襖
雑
に
絡
み
合
っ
た
経
済
・
社
会
環
境
が
法
や
政
策
の
執
行
だ
け
で
は
耐
単
に
は
変
化
し
な
い
の
に
比
べ
、
少
な
く
と
も
女
性
の
政
治
代
表
に
関
し
て
は
、
ク
ォ
ー
ク
と
い
う
＋
〃
法
に
よ
っ
て
劇
的
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
ク
ォ
ー
ク
は
、
政
治
に
変
化
を
起
こ
し
て
、
社
会
の
底
上
げ
を
図
る
方
法
な
の
だ
（
、
口
８
嵐
９
９
．
＄
－
９
）
。
ま
た
、
女
性
議
員
の
増
加
は
、
徐
々
に
男
性
同
僚
や
有
権
者
の
態
度
を
変
え
、
や
が
て
新
し
い
政
胎
文
化
を
生
み
川
す
で
あ
ろ
う
。
女
性
議
員
が
墹
加
し
、
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
れ
ば
、
も
は
や
有
権
者
は
女
性
と
い
う
理
由
で
彼
女
た
ち
を
特
別
祝
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
男
性
議
員
も
彼
女
た
ち
を
岡
恢
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
女
性
議
員
と
男
性
議
員
、
あ
る
い
は
女
性
議
員
と
有
繼
音
と
の
相
互
作
用
は
、
や
が
て
男
性
中
心
の
政
治
文
化
を
変
え
る
に
違いない。政治的態度や政治文化の変容には、形式的な変化が必要なのだ（臼昌一⑪ｏｐｇ扇段マウ凸）。
（四）平等機会の制約
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イ
ギ
リ
ス
労
働
党
が
女
性
候
補
者
名
簿
に
よ
る
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
た
直
後
、
同
党
の
二
人
の
男
性
党
員
が
、
特
定
の
選
挙
区
を
女
性
候
補
者
の
み
に
割
り
当
て
る
の
は
、
性
差
別
法
二
九
七
五
年
施
行
）
が
規
定
す
る
雇
用
機
会
に
お
け
る
性
差
別
に
当
た
る
と
し
て
、
労
働党を相手取って、産業法廷に訴えを起こしたのである（寄・ｏ丙卜・ぐの８口の嵐ｇＱｍＣ昌司。⑩ｇｇＰｓ）。争点は、
国会議員立候補者に果たして同法が適用されるのか、また立候補者とその公認政党との間に雇川関係が成立するのか、
と
い
う
二
点
に
絞
ら
れ
た
。
一
九
九
六
年
、
産
業
法
廷
は
、
い
ず
れ
の
点
も
認
め
、
ク
ォ
ー
ク
は
雇
用
機
会
の
平
等
に
抵
触
す
る
と
判
断
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
裁
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
党
は
女
性
候
補
者
名
簿
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
産
業
法
廷
で
こ
の
裁
判
を
担
当
し
た
判
事
の
中
に
は
、
法
の
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
も
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
九
八
年
、
性
差
別
法
は
改
正
ざ
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
纒
）
一一一一一一
地位の獲得もそうした属性ではなく、その地位を全うするうえで求められる能力によって決定される必要がある。つ
まり、機会の平等は、メリット・システム、あるいは能力主義と一体化した考え方でもある（、口月冨ｇｇ》＄）。
このような観点から、立候補者の一定割合を女性に振り分けるジェンダー・クォークは、立候補者という地位をめ
ぐ
る
競
争
の
自
由
を
制
限
し
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
掘
り
崩
す
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
だ
け
の
枠
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は、男性を差別することであるが、同時に当の女性にとっても平等に取り扱われることが妨害される「逆差別□・巴’
三ぐＣＳｍ・司圓冒昌○口」となる。「機会の平等」原則はリベラリズムと強い親和性をもっているので、こうした批判は
コ
ン
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ボ
ラ
テ
ィ
ス
ト
ー
あ
る
い
は
社
民
主
義
的
傾
向
ｌ
の
北
欧
諸
国
で
は
み
ら
れ
ず
、
主
に
リ
ベ
ラ
ル
国
家
で展開されている（【『○・戸卜。ぐの口目の嵐目・のＤＢ『の②９３．】召）。事実、イギリス労働党のクォークに向けられた
批判は、専ら「機会の平等」問題に集中した（のＣ巳『の⑪］＄の．ａ）。批判は他党のみならず、党内からも起こり、法廷
に持ち出された。
Hosei University Repository
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
三
四
れ、議会の候補者については横越政策（クォーク）が認められるという条項が追加された（ご国・）。
パ
ッ
チ
（
厨
。
◎
亘
９
９
．
忠
）
は
、
政
治
に
お
け
る
ク
ォ
ー
ク
は
、
民
主
的
な
代
表
制
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
、
雇用の場におけるクォーターすなわち、アファーマテイヴ・アクション（積極的差別是正策）ｌよりも、明らかに正
当
化
し
得
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
選
挙
ク
ォ
ー
ク
が
機
会
の
平
等
を
侵
害
す
る
と
い
う
批
判
は
、
し
ば
し
ば
雇
用
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
類
推
で
展
開
さ
れ
る
。
雇
用
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
弊
害
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
能
力
の
あ
る
人
が
そ
の
能
力
を
活
川
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず、その人の能力によって得られるであろう組織の利益が失われる、という問題である。この雇用の機会均等におい
て
生
じ
る
問
題
が
、
政
治
的
な
ク
ォ
ー
ク
に
も
適
用
さ
れ
、
選
挙
ク
オ
１
夕
は
政
治
的
能
力
の
あ
る
人
の
機
会
と
同
時
に
、
有
権
者
の
利
益
を
も
奪
う
と
批
判
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
批
判
は
、
労
働
市
場
と
民
主
政
治
と
を
同
列
に
扱
う
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
労働市場を動かすのは資本の論理であり、利潤競争を勝ち抜く能力が何よりも求められる。資本上巾場の目的は利潤
を
上
げ
る
こ
と
に
尽
き
る
の
で
、
利
潤
猶
得
に
よ
り
多
く
貢
献
す
る
能
力
の
あ
る
人
が
そ
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
可
能
性
に
反
対
す
る
こ
と
には、一定の合理性が認められる。他方、政治の目的は、参加者が議論を尽くして、一定の合意に到達する合意形成
にある。政治共同体の構成員全員が合意形成に参加することができないので、代表が選挙によって選出される。この
プ
ロ
セ
ス
を
、
我
わ
れ
は
民
主
主
義
と
呼
ん
で
い
る
。
民
主
政
治
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
政
治
共
同
体
の
構
成
員
の
多
様
な
意
見
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
利
潤
を
生
み
出
す
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
選
挙
ク
ォ
ー
ク
は
、
政
治
的
弱
者集団の代表性を向上させることを目的にしている。この目的は、市場の論理にはそぐわないが、政治の民主的運営
に抵触するものではない。というより、政治代表の多様性を高めるための積極的な一々法として、民主主義に貢献する。
Hosei University Repository
し
か
し
な
が
ら
、
民
主
的
な
多
様
性
は
、
政
治
社
会
の
一
体
性
と
杵
魁
的
な
秩
序
を
菰
ん
じ
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
望
ま
し
い
こ
と
で
はない。スクリィャーズ（のＤＢ『の⑪』９ｍ．、←－ｍｍ）は、クォークが「派閥主義膝Ｃ豆・ロ回］一の日」の温床となって、政治
社
会
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
多
数
派
染
剛
に
よ
っ
て
代
表
で
き
な
い
少
数
派
典
川
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
的
表
明
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
「
集
団
代
表
」
の
考
え
方
は
、
政
治
が
正
義
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
創
り
上
げ
る
こ
と
を
放
棄
し
て
、
正
義
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
に
摩
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
を
導
く
。
集
団
間
の
違
い
を
超
越
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
む
し
ろ
積
極
的
に
認
知
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
ス
ク
ワ
イ
ャ
ー
ズ
は
、
こ
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
ｌ
あ
る
い
は
「
文
化
の
政
治
」
ｌ
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
立
性
や
普
遍
主
義
と
対
立
す
る
ば
か
り
か
、
目
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
文
化
は
他
巣
川
に
は
代
表
で
き
な
い
と
主
張
す
る
災
団
の
代
表
性
を
悉
く
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
派
閥
主
義
を
台
頭
さ
せ
る
と
い
う
。
派
閥
主
義
は
、
リ
パ
ブ
リ
ヵ
ン
が
恐
れ
る
問
題
で
も
あ
る
。
人
び
と
を
差
異
化
す
る
屈
性
に
は
、
性
別
の
他
に
人
極
、
氏
族
、
宗
教
、
階
胴
、
身
体
機
能
な
ど
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
た
と
え
ば
主
流
派
の
人
栖
と
非
主
流
派
の
人
枕
、
多
数
派
民
族
と
少
数
派
民
族
、
多
数
派
宗
派
と
少
数
派
宗
派
、
上
層
階
級
と
下
層
階
級
、
健
常
者
と
障
害
者
と
い
う
よ
う
に
、
不
均
衡
な
関
係
に
よ
っ
て
人
び
と
を
二
分
化
し
、
後
者
の
不
利
な
立
場
に
腿
か
れ
る
人
び
と
は
、
し
ば
し
ば
前
者
の
優
越
的
な
立
場
の
人
び
と
に
よ
っ
て
差
別
的
に
取
り
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
唆
（
衛
蕊
）
三
丘
有
梅
者
に
と
っ
て
は
、
選
択
肢
が
よ
り
広
が
る
こ
と
で
も
あ
る
。
議
会
の
立
候
補
者
は
雇
用
の
場
の
志
願
者
と
は
、
や
は
り
そ
の
性
質
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（五）派閥主義
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扱
わ
れ
た
り
、
抑
圧
を
受
け
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
不
平
等
や
不
利
益
を
被
る
人
び
と
に
は
国
家
に
よ
る
人
権
保
障
や
社
会
政
策
が
保
障
さ
れ
、
社
会
的
救
済
が
試
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
政
治
的
に
は
平
等
に
取
り
扱
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
女
性
と
い
う
一
つ
の
集
団
に
政
治
的
な
特
別
措
世
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
多
数
派
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
主
帳
す
る
す
べ
て
の
集
団
に
、
こ
の
措
腫
を
適
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
わ
け
て
も
、
多
民
族
・
多
文
化
国
家
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
オ
ー
タ
は
、
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
様
ざ
ま
な
宗
靭
獄
的
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
溢
れ
出
さ
せ
る
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
に
な
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
事
実
、
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
の
普
遍
主
義
的
政
治
文
化
の
伝
統
が
強
い
フ
ラ
ン
ス
で
パ
リ
テ
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
女性は「集団」ではなく、「半数を占める普遍的な人極（９－｛Ｃ〔ヨの．ご己ぐの『⑪四一》・冒日：「囚８）」（旨目⑫ご『】・ぬの
ｇ
ｇ
ｓ
ｃ
）
と
定
義
さ
れ
、
他
集
団
へ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
派閥主義批判に対し、ヤング（曰・目的９９忽Ｉ圏）は、集団間の違いを認める「差異の政治ｐｏｌ言８．〔臼罵『，
９
８
」
は
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
と
は
異
な
る
も
の
だ
と
反
論
し
て
い
る
。
自
己
の
固
有
性
を
主
張
す
る
社
会
集
団
の
中
に
は
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
だ
と
分
類
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
グ
ル
ー
プ
も
脈
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
「
差
異
の
政
治
」
が
想
定
す
る
集
団
は
次
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
集
団
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
社
会
集
団
の
固
有
性
は
、
固
定
的
な
所
与
の
条
件
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
関
係
性
か
ら
生
じ
る
差
異
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
第
二
に
、
当
該
集
団
そ
れ
自
体
が
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
当
該
集
団
が
世
か
れ
て
い
る
社
会
的
地
位
が
そ
の
集
団
に
所
属
す
る
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
雛
づ
い
て
、
ヤ
ン
グ
は
、
「
文
化
的
」
社
会
架
団
と
「
柵
造
的
」
社
会
災
団
と
を
区
別
し
、
不
平
等
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
後
者
の
正
義
の
回
復
を
求
め
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
前
者
の
そ
れ
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
主
張
する。
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と
こ
ろ
で
、
ヤ
ン
グ
の
構
造
的
社
会
集
団
に
は
民
族
的
帰
属
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
集
団
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
Ｓ
ａ
・
円
）
。
し
か
し
、
民
族
的
要
素
も
画
一
的
に
判
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ポ
リ
ジ
ー
ー
と
い
っ
た
先
住
民
族
は
、
彼
ら
の
隷
属
的
地
位
が
歴
史
的
・
構
造
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
経
済
的
豊
か
さ
を
求
め
て
他
国
か
ら
移
民
し
て
く
る
人
び
と
は
、
た
と
え
彼
ら
が
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
経
済
・
社
会
的
、
ま
た
宗
救
的
、
文
化
的
な
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
な
の
で
、
除
外
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
支
配
災
団
に
と
っ
て
、
ク
オ
ー
タ
は
彼
ら
の
前
任
者
た
ち
の
か
っ
て
の
行
為
と
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
が
現
在
享
受
し
て
い
る
特
権
と
に
対
す
る
償
い
を
意
味
す
る
。
女
性
の
過
少
代
災
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
藤
）
三
七
措置が必要となる。
集れう兼健成こ極
瞬艀ii;鰹政両こりＪ〈のび能巽
治者う扱Ｉ）でとで化
的のしいもあのあす
平不た、労る不るる
等平関長つ。平。力
を等係いて彼等具テ
達ながＨずいらな体ゴ
成関構のるが地的り
す係造経た体位にｌ
るは化過め力はＩｊＬの
に続さのにや、、う
はきれな、勢樅アち
、、、か催カブノメ、
支彼社で位へ、リヤ
配ら会やに人質カン
集はのが立数源人グ
団相’|】てつ～〈配でへ
'ｆｉｌｆ１蜜＃震＃：§瀦州澤纈謎ilili§Ⅶ
ｉＦＭ１朏彼鮒！]|i;繩；lilijli＃“戦窪Ｍ賎；、け的。と｜起黒えｲ１＄iPjLW8‘； 
繩Ｍ$＃ii譲蹴１１１１;！
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マンスブリッジ（巨目⑪ワ臥□ぬの９ｓ・の曽士患）は、クォークの有効性を認めながらも、ジェンダー・クォークは
「女性だけが女性を代表でき、逆に女性には男性を代表することはできない」いう本質主義の考え方と紙一重だと指
摘
し
て
い
る
。
本
質
主
義
的
な
考
え
方
が
危
険
な
の
は
、
「
女
性
は
女
性
候
補
者
に
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
自
由
な
判
断
や
選
択
を
束
縛
す
る
ば
か
り
か
、
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
硬
直
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
女
性
が
女
性
と
い
う
だ
け
で
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
括
ら
れ
る
と
、
女
性
の
多
様
性
や
個
別
性
は
無
視
さ
れ
、
画
一
化
な
固
定
観
念
が
表
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ク
ォ
ー
ク
擁
護
論
に
は
、
女
性
を
押
し
並
べ
て
一
つ
の
集
団
と
し
て
扱
う
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォ
ー
ク
の
大
前
提
こ
そ
が
擁
護
論
に
最
も
厳
し
い
批
判
を
突
き
つ
け
る
。
ク
ォ
ー
ク
は
「本質主義者の⑪⑪○日区回」の主張だという批判である。本質主義は、男女の性質の述いを強調する余り、結局女性
の
あ
り
よ
う
を
固
定
し
、
妻
や
母
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
女
性
観
を
復
活
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
、
差
異
派
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
陥
り易い矛盾である。
法
学
志
林
第
一
○
Ⅲ
巻
第
四
号
三八
女性の従属の契機は、狩猟・採集社会から農耕社〈云への移行期に遡ることができ、以後歴史の長い営みのなかで男
性
支
配
の
体
制
が
確
立
さ
れ
て
き
た
（
衛
藤
、
二
○
○
五
年
）
。
数
千
年
を
要
し
て
形
成
さ
れ
た
男
女
の
不
平
等
な
関
係
は
、
社
会
の
あ
らゆる場所に浸透し、深く根を張っている。ジェンダー・クォークをこの構造化された女性の不平等をできるだけ速
やかに改善する方策として、また袖肺艸圧的な地位に忍従を強いられてきた女性に対する補償と規定することによって、
一定の歯止めを掛けるならば、クォークが文化的社会集団にまで拡大していくことは避けられるであろう。
（六）本質主義のディレンマ
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ク
ォ
ー
ク
擁
護
論
者
に
は
、
本
質
主
義
批
判
を
首
尾
よ
く
論
破
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、
擁
護
論
者
自
ら
も
こ
の
本
質主義の危険性を自覚している（【岸已⑫○コ山Ｓｍ・ｍｂ６四三の『ＰｂｇＱ可「の一口のヨロ］－９９念）。彼女たちは、クォ１タ
の
効
果
と
本
質
主
義
の
弊
害
と
を
比
較
考
斌
し
、
後
者
の
弊
害
よ
り
も
前
者
が
女
性
に
も
た
ら
す
利
益
が
よ
り
大
き
い
ゆ
え
に
、
本
質
主
義
の
弊
寄
は
州
殺
さ
れ
得
る
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
キ
ッ
テ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォ
ー
ク
は
男
女
の
違
い
を
具
現
す
る
け
れ
ど
も
、
伝
統
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
無
視
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
結
局
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
約
束
す
る
機
会
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
、
叩
に
女
性
の
教
育
の
向
上
や
専
門
性
の
強
化
に
よ
っ
て
、
女
性
の
政
治
的
過
少
代
表
を
徐
々
に
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
っ
た
間
接
的
な
方
策
で
は
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
効
果
は
期
待
で
き
ず
、
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
し
て
女
性
国
会
議
員
を
一
気
呵
成
に
増
や
す
直
接
的
な
方
法
を
と
る
凶
の
遥
か
後
座
を
拝
す
る
こ
と
に
な
る
。
、
然
の
ま
ま
に
放
獄
し
て
お
け
ば
、
男
女
の
政
治
代
表
の
不
均
衡
是
正
に
は
こ
の
先
何
十
年も要する。」（冨昌］⑪○．９ｓの色））
女
性
議
員
を
噌
や
す
の
に
、
ク
ォ
ー
ク
ほ
ど
効
果
的
な
方
法
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
薬
効
に
は
強
い
剛
作
川
が
あ
る
。
マ
ン
ス
プ
リ
女
性
の
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
（
衛
縢
）
三
九
梁
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
目
指
す
の
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
女
性
に
郷
わ
り
付
く
固
定
観
念
を
打
ち
破
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
、
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
Ｉ
妻
、
母
、
世
話
を
す
る
性
ｌ
を
概
念
化
す
る
た
め
に
、
「
ジ
ェンダー」という言葉を創出したのではなかったのか。そして、クォークには、女性の政治的形響力を強化すること
に
よ
っ
て
硬
直
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
か
ら
女
性
を
解
放
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
手
段
が
Ｈ
的
を
侵
食
し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
努
力
を
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
ク
ォ
ー
ク
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
フ
ェ
ミ
ー
ー
ス
ト
を
二
律
背
反
の
エ
ミ
ニ
ス
ト
の
梅
川難に陥れる。
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本
稿
は
、
現
在
、
世
界
の
議
会
選
挙
を
席
巻
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
，
ク
ォ
ー
ク
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
ク
オ
ー
タ
制
度
は
、
政
党
型
と
法律型の二つのタイプに分けられるが、第一章ではそれぞれの特徴を導入の経緯から明らかにした。続く第二章では
ク
オ
ー
タ
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
、
ま
た
第
三
章
は
ク
ォ
ー
ク
批
判
論
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
を
議
論
し
て
き
た
。
擁
護
論
と
批
判
論
は
い
ず
れ
も
、
実
川
面
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
議
論
ま
で
様
ざ
ま
な
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
立
場
を
分
か
つ
の
は
、
男
女
平
等
を
め
ぐ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
古
典
的
な
談
論
で
あ
る
平
等
派
と
差
異
派
と
の
立
場
の
相
述
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
調
和
と
対
立
と
の
違
い
で
あ
る
。
差異派がクォークを容認するのに対し、前者はその導入には消極的である。平等派は、リベラリズムの枠組みの中
で
、
女
性
に
向
け
ら
れ
る
ス
テ
ィ
グ
マ
や
政
治
社
会
の
普
遍
的
な
秩
序
の
妨
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
「
機
会
の
平
等
」
を
よ
り
公
平
に
実
現
す
る
こ
と
で
、
女
性
の
政
治
代
表
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
普
遍
主
義
的
平
等
観
に
立
つ
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
と
っ
て
、
災
団の特殊性は容認しがたいことである。しかしながら、このリベラリズムの普遍的平等から「不平等」が生じ、政治
における女性の二流市民化はこれに由来している。女性の政治的権利を根源から回復するには、このリベラリズムの
法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
四○
ツ
ジ
は
、
柔
軟
な
対
応
に
よ
っ
て
、
副
作
用
を
で
き
る
限
り
抑
制
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ォ
ー
ク
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
法
律
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
政
党
の
レ
ベ
ル
で
、
あ
く
ま
で
自
発
的
な
採
用
が
望
ま
し
く
、
ま
た
そ
の
実
施
も
永
続
的
なものではなく、実慨に応じた暫定的な措悩としたほうがよい」（筥目⑪耳己、のｇａｓ、）。
む
す
び
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女議年て党なで性営に・響、表込のせ除(''2員日６にい定がをおしをクをめよるくのの本、クまめ二対いか妓オ改るりとほ，増政既オまた○象てし小，善｡深いか代加治存’１噸ヘパと、、’１Ｍタで本刻うな;#鰯美f'(州：；騰驚鮴》’１型枠の。－卜のタとえらめは（よらオタタリ組誘こ九をではしるして、、す，制をくみ囚れ九下あ殆てこ（(｝魅フ本れク腹求ラのが以七１，１つんもとるブノエ質ばの爾糾Ⅶ''い';そ縦ぞ\iMW竺叢Fllil薩舳鮴Ｍ訓Ｉｊ１懸命肛鰯は：鮒Ｍ』ザギ糊湘蠅臘幽鞭騨騨ｉｉｉｌｌ蝋螺:騨蝋一由出のオー年’五拓つり魅れ性衝ノＬがすた｜ノＬまタノ１〈で利プノなを笑ノＬ考余めタノＬでをｌこもあ点をい集が隅繍駕Ｗｌｆｉｍ蔑侶矧壌さ'１１＃代れな党１１１一○しさなそいががすら
半るいＩ１Ｉ１すニパたれるれはた、るれば。、のるノ］’・たこ（よういクこな
ノ総蝋ジ鮎iii鼎屈息ｚイキ》｝ルしにが（よ党卜員新け脇ぷミタ、、
ワ、イ弱なしにと党は０(］か二は女デ１１リエ最デいい、引幹は確な、ス、性モー’もオ、。クき部、か選あ卜速をクの大口まオーヒ会選で択るにや固ラ政きギた’げ委挙あない残か定シ覚な’新タる員でるのはさに観，
型要の党もこの｜よ・かクれ女念を
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法
学
志
休
第
一
○
四
巻
第
四
号
四二
ク
ォ
ー
ク
を
初
め
て
わ
が
国
に
紹
介
し
た
元
磁
土
爪
都
議
会
議
員
の
三
井
マ
リ
子
氏
は
、
日
本
の
数
少
な
い
ク
ォ
ー
ク
擁
護
論
者
の
一
人
で
あ
る
。
三
井
氏
は
、
一
九
九
二
年
に
女
性
地
方
議
員
の
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
「
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
述
醐
」
を
通
し
て
ク
ォ
ー
ク
の
必
要
性
を
主
張
し
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
、
議
姪
玄
に
お
け
る
男
女
の
不
均
衡
を
改
善
す
る
に
は
ク
ォ
ー
ク
の
導
入
が
不
可
欠
だ
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
訴
え
る
「
ク
オ
ー
タ
制
の
実
現
を
め
ざ
す
会
」
（
神
永
れ
い
子
代
表
）
が
広
島
県
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
動
の
参
加
者
は
、
二
つ
の
団
体
を
合
わ
せ
て
も
せ
い
ぜ
い
三
百
人
足
ら
ず
、
そ
の
影
響
力
は
余
り
に
小
さ
い
。
女
性
の
政
治
的
過
少
代
表
と
ク
ォ
ー
ク
制
度
に
対
す
る
日
本
女
性
の
関
心
は
低
い
。
そ
れ
は
、
日
本
の
政
治
文
化
や
女
性
運
動
の
弱
さ
と
い
っ
た
理
由
の
ほ
か
に
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
動
向
が
女
性
た
ち
に
十
分
に
は
発
信
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
、
世
界
で
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
巾
南
米
諸
国
で
、
女
性
と
政
治
を
め
ぐ
っ
て
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
興
味
深
く
、
そ
し
て
鷲
僻
す
る
よ
う
な
事
実
を
知
っ
た
と
き
、
日
本
女
性
た
ち
は
机
変
わ
ら
ず
無
関
心
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
女
性
自
ら
の
強
い
要
求
な
く
し
て
、
政
党
が
よ
り
多
く
の
女
性
候
補
者
を
立
て
る
努
力
を
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
ラ
ヴ
エ
ン
ダ
ゥ
ス
キ
の
言
葉
を
、
も
う
一
度
噛
み
し
め
て
お
こ
う
。
（５）ドイツは、選挙区制と比例代表とが並立した制度である。
（３）「。」ｏｇｌＣ口３９②の。｛Ｃ■○国⑩｛・『弓○日目」のウェッブ・サイト（急君三・２．白ｂ３）の。［ｂ伺一）参照。
（４）二○○六年七月八日に筆者が行なったスウェーデン・禄の党の創設者の一人であるバア・ガートン（でＣＨＯ島『［。ｐ）博士のインク
（１）データは、「。］○日」□③国目⑫の。｛Ｃ巨○国妨［・【三・日８」のウェソプ・サイト（三重・急・目○国□『・］の。〔．。『巳）から引川した。
（２）これらの国の女性運動の規模は大きく、たとえばスウェーデンの女性団体は数万人の女性を組織した（句『①］Ｑの。く巴］．、卸巨の「５
ｕｐｑｍ穴）の一Ｐ』つつ少①⑪）。
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術瀧幹子（二○○三年）「ジニンダーの政治学ｌシティズンシップの構想とェ１ジェンシーー（上）」「法学志林（法政大学法学部紀
獲）」第百巻蛸三号、一’三九画。
レ
ゾ
ー
ム
衛藤幹子（二○○五年）「家父長制とジニンダー分業システムの起源と展開ｌ「男桃支配」体制はいかにつくられたのかＩ」『法学志
休（法政大学法学部紀要Ｅ第一○三巻第二号、’’五八頁。
中井歩（一九九七年）「「外からきた』改革派１１日本新党と細川謹煕Ｉ‐」大孤秀夫編薪『政界再編の研究ｌ折選挙制度による総避準
女性の過少代表とクオータ制度（衛膿）
四三
（６）開放名緬への有樅者の選好の表明の仕方には、政党によって予め順位が付けられていたものを並べ替えるもの、名簿には脈位がな
く、有権者が順位をつけるものとの二廠煩がある。
（７）「の一○日］□色国日鷲・［○口。【ｇ｛・円三・ョ目」のウェップ・サイト（尋三三・、口・国ロ『・一のＣ戸・「亘）による。
（８）たとえば、ヨルダン（六議席）、モロッコ（三○）、ケーーァ（六）、ルワンダ（二四）、ウガンダ（五六）、パキスタン（六○）であ
る（Ｏ昌一の２℃、且司『の已の。３－９ｓ題‐望）。
（９）この七カ国は、ボリビア、ブラジル、コスタリカ、ドミニカ、エクアドル、パナマ、パラグァイ、ペルー、その後二○○○年にホ
ンジュラス、二○○二年メキシコが続いた。なお、ガイアナの柳人年は不明である。
（川）二○○六年七月八日に飛者がドゥルデ・ダレループｅ『ＢＣＣ島一の日で）ストックホルム大学教授に行なったインタヴューによる。
（Ⅲ）五三カ国のうち、一○カ国でクォーク法が制定され、また九カ国において政党型クオータが郡入されている。
（脳）二○○五年一一月二三・二四日にイスラマバードで開催された「第三回アジアにおける女性と政治に側する国際会談」の釧腿ロにも
とづく。鋤生口の要旨は、冨乏急・己厨・口電８コ（の『のロ８－において参照できる。
（川）二○〔ヱハ年七Ⅱ八日に訳し背がドゥルデ・ダレループｅ２Ｑの、、三の２℃）ストックホルム大学救伎に行なったインタヴューによる。
（Ｍ）このヤングの「普遍的平等が生み出す不平等」の概念について、諏者は別所（衛譲、二○○三年、一一四’二六頁）でも論じている。
〈阻）「の一○ｇ］Ｏ⑫冨日⑩ＣＯ『ＣｐｏＢ⑫〔。『弓・ョのロ」のウェップ・サイト（一『君三・ｓ」○日で『。〕のＣ［・・『ミ）参照。
（肥）一〕〔［ロミ君三葛・目⑫。。「ぬ一員□の自碩一のへ：○三一『君：８－－ゴロの〆・ヨョー参照。
（町）日本政治を研究するストックホルム大学政治学研究科仲士課程の学生カール・グスタフソン（恩「－９』の臼（脇・口）は、日本語の
「専業主蝿」を意味するスウェーデン語はなく、この言葉の意味をなかなか理解できなかったと述べている（二○○六年九月一八日に
韮者がグスタフソン氏に行なったインタヴューによる）。
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